
この冊子は、競輪の補助により作成しました。
http://hojo.keirin-autorace.or.jp

競輪の補助事業

一　　般
社団法人 全国肢体不自由児者父母の会連合会
National Federation of the Physically Disabled and their Parents Associations, ZENSHIREN

〒170-0013 東京都豊島区東池袋1-36-7 アルテール池袋709  TEL 03（3971）3666  FAX 03（3971）6079
URL:http://www.zenshiren.or.jp/    E-mail:web-info@zenshiren.or.jp
URL: http://www.facebook.com/ZENSHIREN 

全肢連は、障害児の親たちが、互いに助けあい、力をあわせていけるように努力しています。障害児者が1人の人間として、生きがいの持てる地域社会づくりをめざしています。

全 肢 連

肢体不自由児者の父母の機関誌

ZSZ  No.154 2020. 12.20発行

昭和49年10月5日　第３種郵便物認可　令和2年12月20日発行　2109

第54回全国大会

第58回関東甲信越

ブロック東京大会

期日　令和3年9月18日（土）

会場　大田区産業プラザPIO

令和3年度予算要望ヒアリング

JKA事業報告

在宅での排せつ介助に関する調査報告

グラフィックアートコンテスト

アステラス製薬贈呈式



─ 2 ─

　各ブロックを通じて全国から寄せられた「令和3年度予算要望」について、従来、各省庁担当者から現
状と今後の見込み等の説明が対面で行われてきましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため書面での回答となりました。その内容は次の通りです。

重
点
要
望

▼�

障
害
基
礎
年
金
・
特
別
障
害
手
当

　

施
設
入
所
者
、
在
宅
障
害
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
生
活
設
計
は
、
家
族
の
老
後
生
活
費
を
削

り
最
低
限
の
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。
一
人
の
独
立

し
た
人
間
と
し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
め

る
最
低
限
度
の
生
活
が
営
む
こ
と
が
で
き
る
障
害
基

礎
年
金
の
見
直
し
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
別
障
害

手
当
は
自
治
体
で
支
給
額
に
違
い
が
あ
る
の
で
国
の

交
付
税
等
で
調
整
し
格
差
が
で
な
い
制
度
に
改
正
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

回
答  
（
年
金
局
年
金
課
・
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
）

【
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
】

　

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
負
担
す

る
現
役
世
代
の
負
担
が
過
重
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
、
保
険
料
の
上
限
を
固
定
し
、
国
庫
負
担
や
積
立

金
と
あ
わ
せ
て
、
財
源
の
範
囲
で
給
付
水
準
を
調
整

す
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
仕
組
み

の
中
で
、
で
き
る
だ
け
給
付
水
準
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
昨
年

10
月
に
創
設
さ
れ
た
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
よ

り
、
障
害
等
級
1
級
の
方
に
は
月
額
6
、2
8
8
円

（
令
和
2
年
度
）、障
害
等
級
2
級
の
方
に
は
月
額
5
、

0
3
0
円
（
令
和
2
年
度
）
を
上
乗
せ
し
て
支
給
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
障
害
基
礎
年
金
と
あ
い
ま
っ

て
、
今
ま
で
以
上
に
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
を
支
え

て
ま
い
り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て
】

　

重
度
の
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
「
特
別
障
害
者
手

当
」
は
、
法
律
に
基
づ
く
全
国
一
律
の
制
度
で
あ
り
、

自
治
体
に
よ
っ
て
手
当
額
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
「
特
別
障
害
者
手
当
」
と
は
別
に
、

各
自
治
体
が
重
度
の
障
害
者
の
方
な
ど
に
支
給
し
て

い
る
手
当
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
る

も
の
と
な
り
ま
す
。

▼
在
宅
医
療
、
訪
問
看
護
等

　
「
医
療
的
ケ
ア
児
総
合
支
援
事
業
」
と
し
て
、
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
児
者
等
が
地
域
で
在
宅
生

活
を
補
完
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
と
そ
の

配
置
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
十
分
で
な
く
早
急
に
取
り
組
む
よ
う
各
都
道
府
県

（
政
令
市
を
含
む
）
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
障
害
児
や
そ
の
家
族

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
医
療
的
ケ
ア
児
等
総
合
支
援
事
業
」

に
お
け
る
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
及
び
配
置
に
対
す
る
補
助
に
加
え
、
第
2
期

障
害
児
福
祉
計
画
に
係
る
基
本
指
針
に
お
い
て
は
、

新
た
な
成
果
目
標
と
し
て
、
令
和
5
年
度
末
ま
で
に
、

各
都
道
府
県
、
各
圏
域
及
び
各
市
町
村
に
お
い
て
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
旨
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

（
参
考
） 

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
状
況

	
 

令
和
元
年
8
月
現
在　

都
道
府
県
：
28
％
、

指
定
都
市
：
50
％
、
市
区
町
村
：
21
％

　

引
き
続
き
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
適
切
な
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▼
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
支
援
計
画

　

改
正
災
害
対
策
基
本
法
で
「
要
支
援
者
名
簿
」
の

作
成
が
地
方
自
冶
体
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す

る
取
り
組
み
指
針
で
は
、
平
時
に
お
い
て
こ
の
名
簿

の
公
開
を
希
望
し
た
方
の
避
難
時
の
「
個
別
支
援
計

画
」
の
作
成
を
「
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
「
義

務
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
策
定
時
に
災
害
時
個
別
支
援
計
画
を
同
時

に
策
定
す
る
こ
と
へ
制
度
を
改
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
策
定
時
に
災
害

時
個
別
支
援
計
画
を
同
時
に
策
定
す
る
こ
と
へ
制
度

を
改
正
し
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

避
難
時
の
配
慮
事
項
等
を
記
載
す
る
個
別
計
画
に

つ
い
て
は
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援

に
関
す
る
取
組
指
針
（
平
成
25
年
８
月
内
閣
府
（
防

災
担
当
））」
に
お
い
て
、
市
区
町
村
が
主
体
と
な
り

個
別
に
避
難
行
動
要
支
援
者
と
具
体
的
な
打
合
せ
を

行
い
な
が
ら
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

個
別
計
画
策
定
に
お
け
る
福
祉
専
門
職
の
関
与
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
内
閣
府
が
開
催
し
、
当

課
も
参
画
し
て
い
る
「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
等
を

踏
ま
え
た
高
齢
者
等
の
避
難
に
関
す
る
サ
ブ
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
更
に
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
的
に
蔓
延
し
て
大

き
な
問
題
で
あ
り
長
期
戦
に
な
り
ま
す
。
障
害
者
の

緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
地
震
や
水
害
時
等
の
自
然

災
害
に
よ
る
避
難
だ
け
で
な
く
、
今
回
の
よ
う
な
感

令
和
3
年
度 

心
身
障
害
児
者
に
関
す
る
予
算
要
望
項
目
と
回
答
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染
症
に
お
い
て
も
施
設
や
在
宅
の
障
害
者
が
、
安
心

安
全
に
生
活
で
き
る
教
育
・
住
ま
い
の
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
必
要
な
医
療
・
衛
生
材
料
の
備
蓄
を

含
め
た
対
策
を
自
治
体
ご
と
に
で
き
る
法
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

入
所
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
影
響
下
に
お
い
て
も
事
業
継
続
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
て
い
る
ほ
か
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
多
床
室
の

個
室
化
に
要
す
る
改
修
経
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、在
宅
の
障
害
者
に
対
し
て
も
、訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
前
提
と
し

て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
自
治
体
宛
て
に
お
示
し
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
等

に
お
け
る
感
染
症
対
策
と
し
て
必
要
と
な
る
衛
生
用

品
に
つ
い
て
は
、
感
染
が
発
生
し
た
社
会
福
祉
施
設

等
に
対
し
、
速
や
か
に
防
護
用
品
の
配
布
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
都
道
府
県
等
に
対
し
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。厚 

生 

労 

働 

省

【�

重
度
心
身
障
害
者
（
医
療
的
ケ
ア
を
含
む
）
の

24
時
間
を
支
え
る
】

▼�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
・
運
営
（
支
援
員
の
確

保
を
含
む
）　

　

重
度
重
複
障
害
者
（
医
療
的
ケ
ア
の
方
を
含
む
）

が
利
用
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
を
障
害
福

祉
計
画
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
計
画
、

市
町
村
計
画
に
も
具
体
的
な
計
画
と
な
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
障
害
の
あ
る
方
の
ニ
ー
ズ

や
状
況
に
即
し
て
主
体
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
基
盤

整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

重
度
障
害
者
が
地
域
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
第
6
期
障
害
福
祉
計
画
に
係
る
国
の
基
本
指

針
に
お
い
て
は
、
重
度
化
・
高
齢
化
に
対
応
す
る
「
日

中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
等
の
必
要

な
量
を
見
込
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
） 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
障
害
児
通
所
支

援
等
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の

基
本
的
な
指
針

（
抜
粋
）

 　

第
一 　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
障
害
児
通
所

支
援
等
の
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項

　
　

二 　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　

3 

．
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
充
実
及
び
地
域
生
活

支
援
拠
点
等
の
整
備
と
機
能
の
充
実

　
　

 （
前
略
）
な
お
、
入
所
等
か
ら
地
域
生
活
の
移
行

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
重
度
化
・
高
齢
化

し
た
障
害
者
や
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
理
解

力
及
び
生
活
力
を
補
う
必
要
の
あ
る
障
害
者
で

あ
っ
て
も
地
域
生
活
を
希
望
す
る
者
が
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
管
内
の
福

祉
施
設
等
の
支
援
に
係
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
共
同
生
活
援
助
や

自
立
生
活
援
助
等
の
必
要
な
量
を
見
込
む
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、令
和
3
年
度
報
酬
改
定
に
向
け
て
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
障
害
の
重
度
化
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
論
点
と
し
て
掲
げ
、
議
論
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
整
備
を
含
め
、
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

体
制
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼�

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
）
等
の
必
要
な
施

設
整
備

　

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
）
は
未
だ
、
自
宅

か
ら
遠
距
離
・
満
床
で
利
用
で
き
な
い
な
ど
地
域
で

格
差
が
あ
り
、
行
政
の
指
導
で
医
療
機
関
、
高
齢
者

施
設
な
ど
利
用
可
能
な
施
設
の
拡
充
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
者
等
に
対
応
で
き
る
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ョ
ー
ト
や
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
が
で
き
る
病
院
、
医

師
が
常
駐
で
き
る
医
療
型
療
育
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

て
く
だ
さ
い
。

　 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
障
害
児
者
の

在
宅
生
活
の
継
続
や
介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
（
一
時

的
休
息
）
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
り
、
障
害
児
者
の

地
域
生
活
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
に

お
い
て
は
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
報
酬
に

つ
い
て
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
児
者
の
受
入

れ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
の
短
期
入
所
の
新
た

な
報
酬
区
分（
福
祉
型
強
化
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
費
）

や
各
種
加
算
の
創
設
、
医
療
型
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

費
の
引
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す

　

現
在
、
令
和
3
年
度
の
報
酬
改
定
に
向
け
て
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
検
討
チ
ー
ム
を
開
催
し

て
お
り
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
医
療

的
ケ
ア
児
者
の
受
入
体
制
の
強
化
を
論
点
の
一
つ
と

し
て
ご
議
論
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
は
、
医
療
型
短
期
入
所
に

関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
し
、
事
業
所
の
運
営
状
況

や
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
の
参
入

促
進
を
図
る
た
め
、「
医
療
型
短
期
入
所
事
業
所
開
設

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
地
方
自
治

体
へ
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

重
症
児
施
設
間
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
保
健
所
に

配
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

関
係
機
関
同
士
の
連
携
・
調
整
に
よ
り
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
医
療
的

ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
要
な
役
割
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
効
果
的

な
配
置
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
検

討
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
と
し

て
は
、
保
健
所
に
配
置
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
▼�

医
療
一
般

　

医
療
的
ケ
ア
等
を
必
要
と
す
る
障
害
児
者
の
在
宅

生
活
を
支
援
す
る
た
め
介
護
事
業
所
及
び
介
護
従
事

者
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
、
特
定
医
療
行
為
業
務

を
実
施
で
き
る
事
業
所
の
設
置
を
障
害
福
祉
計
画
に

位
置
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

障
害
児
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
算
定
に
お
い
て
は
、
介
護
職
員

等
が
た
ん
の
吸
引
等
を
実
施
し
た
場
合
に
報
酬
上
評

価
す
る
「
喀
痰
吸
引
等
支
援
体
制
加
算
」
や
、
利
用

者
に
喀
痰
吸
引
等
を
必
要
と
す
る
方
が
一
定
割
合
以

上
い
る
場
合
に
報
酬
上
評
価
す
る
「
特
定
事
業
所
加

算
」
等
に
よ
り
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
喀
痰
吸
引

等
の
取
組
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
の
定
め
る
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及

び
障
害
児
通
所
支
援
等
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る

た
め
の
基
本
的
な
指
針
」
に
お
い
て
は
、

・ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
に
当

た
っ
て
は
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、

全
国
ど
こ
で
も
必
要
な
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
保
障

す
る
こ
と
に
配
慮
し
た
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
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な
整
備
を
行
う
こ
と
、

・ 
都
道
府
県
は
喀
痰
吸
引
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、

・ 

障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
ほ
か
、
障
害
者
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
規
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
都
道
府
県
等

に
必
要
な
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
「
小
児
の
在
宅
医
療
に
か
か
る
研
修
」
が
医
師
会
等

医
療
関
係
団
体
参
画
の
も
と
全
国
で
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
、国
か
ら
の
実
施
指
導
強
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
医
政
局
地
域
医
療
計
画
課
）

　

在
宅
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
、
安
心
・
安
全
に
療
養
・

生
活
で
き
る
よ
う
、
小
児
の
在
宅
医
療
提
供
体
制
の

整
備
は
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
小
児
の
在
宅
医

療
に
関
す
る
専
門
知
識
や
経
験
を
豊
富
に
備
え
、
地

域
の
研
修
事
業
を
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
高
度
人
材

の
育
成
研
修
を
、
日
本
医
師
会
等
と
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
子
ど
も

が
、
地
域
で
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
人

材
育
成
研
修
を
始
め
と
す
る
小
児
在
宅
医
療
体
制
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

障
害
児
者
の
医
療
の
必
要
性
は
生
涯
に
わ
た
り
ま

す
。
15
歳
に
達
す
る
と
そ
れ
ま
で
継
続
医
療
を
受
け

て
い
た
国
・
公
立
病
院
に
お
い
て
も
障
害
児
（
小
児

科
）
専
門
病
院
か
ら
地
域
病
院
へ
の
移
行
を
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
ま
だ
ま
だ
安
心
し
て
地
域
に
移
行
で

き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
へ
の
移
行
を
丁

寧
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
障
害
保
健
福
祉
圏

域
に
障
害
児
者
が
安
心
し
て
通
え
る
拠
点
病
院
の
設

置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
併
せ
持
つ
重
症
心
身
障
害

者
等
に
つ
い
て
は
、
一
般
内
科
の
み
な
ら
ず
、
神
経

内
科
、
精
神
神
経
科
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
や

皮
膚
科
等
各
診
療
科
に
お
け
る
専
門
性
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
医
学
的
な
特
性
を
踏
ま
え
て
診
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
医
師
が
少
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
と
承

知
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
診
療
を
行
っ

て
い
た
小
児
科
医
が
、
成
長
後
も
引
き
続
き
か
か
り

つ
け
医
の
機
能
を
担
っ
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
、
専

門
医
に
紹
介
す
る
と
い
っ
た
実
態
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
障
害
児
が
成

長
し
て
い
く
中
に
お
い
て
も
、
適
切
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
的
に
蔓
延
し
て
大

き
な
問
題
で
あ
り
長
期
戦
に
な
り
ま
す
。
障
害
者
の

緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
地
震
や
水
害
時
等
の
自
然

災
害
に
よ
る
避
難
だ
け
で
な
く
、
今
回
の
よ
う
な
感

染
症
に
お
い
て
も
施
設
や
在
宅
の
障
害
者
が
保
護
さ

れ
る
対
策
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。（
再
掲
）

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）　　
　
　
　

　

入
所
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
影
響
下
に
お
い
て
も
事
業
継
続
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
手
洗
い
・
消
毒
や
、「
三
つ
の

密
」
を
避
け
る
た
め
の
取
組
な
ど
、
具
体
的
な
留
意

事
項
を
お
示
し
し
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、在
宅
の
障
害
者
に
対
し
て
も
、訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
前
提
と
し

て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
自
治
体
宛
て
に
お
示
し
し
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
障
害
者
に
必
要
な
支
援
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
報
酬
・
人
材

　

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重
症
心
身
障
害
児
者
の
日

中
活
動
の
場
に
は
看
護
師
の
配
置
が
必
要
で
す
が
、

障
害
支
援
区
分
に
は
医
療
度
（
医
療
的
ケ
ア
）
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
状
の
報
酬
単
価

で
は
看
護
師
の
配
置
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
医
療
度

に
応
じ
た
加
算
を
充
実
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

日
中
活
動
の
主
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
生
活
介
護
を

実
施
す
る
に
は
、
看
護
職
員
の
配
置
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

報
酬
改
定
に
お
い
て
、
看
護
職
員
を
常
勤
換
算
で
2

人
以
上
配
置
し
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
利
用

者
に
支
援
す
る
場
合
に
も
加
算
を
算
定
可
能
と
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
3
年
度
の
報
酬
改
定
に
向
け
て
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
検
討
チ
ー
ム
を
開
催
し

て
お
り
、
生
活
介
護
に
つ
い
て
は
、
常
勤
看
護
職
員

を
3
人
配
置
し
た
場
合
に
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ご
議
論
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
支
援
区
分
の
認
定
に
お
い
て
、
特
別

な
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
て

お
り
、
こ
の
調
査
結
果
と
医
師
意
見
書
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実

現
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
害
者
の
通
所
事
業
所
に
お
け
る
職
員
数
確
保
と

学
校
教
育
と
同
等
の
障
害
者
の
特
性
を
生
か
せ
る
支

援
者
の
人
材
育
成
を
含
め
て
改
善
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
校
現
場
で
先
生
方
か
ら
受
け
る
支
援
の
内
容
、

質
、
量
と
卒
業
後
の
事
業
所
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
支

援
と
の
間
に
差
が
大
き
す
ぎ
て
持
続
的
な
就
労
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
も
多
く
み
ら
れ
本
人
の
生

活
の
幅
は
急
に
狭
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
ま
す
。
卒
業
後
の
長
い
時
間
を
豊
か
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
本
人
の
持
つ
潜
在
能
力
を
引
き
出
せ
る
支

援
者
の
役
割
は
大
き
い
で
す
。

　 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
す
る
た
め

に
は
、
人
材
の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
人
材
確
保
に
係
る
取
組
と
し
て
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
従
事
さ
れ
る
方
々
の
処
遇
改

善
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
数
度
に
わ
た
る
報
酬
改
定
を
通
じ
て
賃
金
改
善
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
令
和
元
年

10
月
に
は
「
福
祉
・
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加

算
」
を
創
設
し
、
更
な
る
改
善
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
よ
り
、
障
害
福
祉
の
仕
事
の
魅

力
を
伝
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
等
に
よ
る
広
報
に

加
え
、
都
道
府
県
が
地
域
の
関
係
機
関
等
と
連
携
し

つ
つ
、
障
害
福
祉
分
野
の
就
職
フ
ェ
ア
等
を
開
催
す

る
際
の
費
用
の
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、

必
要
な
障
害
福
祉
分
野
の
人
材
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
希
望
や
能
力
、
特
性
に
対
応
し

た
支
援
を
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
就
労
移
行
支
援
や
就
労
定
着
支
援
に
お
い

て
は
、
一
般
企
業
の
人
事
担
当
者
を
支
援
員
と
し
て

採
用
す
る
事
例
や
、
就
労
継
続
支
援
に
お
い
て
は
、

特
定
分
野
の
知
識
・
技
術
・
技
能
を
有
す
る
者
を
職

業
指
導
員
と
し
て
採
用
す
る
事
例
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
障
害
者
本
人
の
可
能
性

を
引
き
出
す
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

ご
本
人
の
生
活
の
幅
を
広
げ
て
い
く
支
援
を
行
っ
て
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ま
い
り
ま
す
。

【
地
域
で
安
心
し
て
健
全
な
生
活
が
で
き
る
】

▼
障
害
基
礎
年
金
・
特
別
障
害
手
当

　

施
設
入
所
者
、
在
宅
障
害
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
生
活
設
計
は
、
家
族
の
老
後
生
活
費
を
削

り
最
低
限
の
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。
一
人
の
独
立

し
た
人
間
と
し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
め

る
最
低
限
度
の
生
活
が
営
む
こ
と
が
で
き
る
障
害
基

礎
年
金
の
見
直
し
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
別
障
害

手
当
は
自
治
体
で
支
給
額
に
違
い
が
あ
る
の
で
国
の

交
付
税
等
で
調
整
し
格
差
が
で
な
い
制
度
に
改
正
を

お
願
い
し
ま
す
。（
再
掲
）

 

回
答  

（
年
金
局
年
金
課
）（
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
）

【
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
】

　

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
負
担
す

る
現
役
世
代
の
負
担
が
過
重
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
、
保
険
料
の
上
限
を
固
定
し
、
国
庫
負
担
や
積
立

金
と
あ
わ
せ
て
、
財
源
の
範
囲
で
給
付
水
準
を
調
整

す
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
仕
組
み

の
中
で
、
で
き
る
だ
け
給
付
水
準
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
昨
年

10
月
に
創
設
さ
れ
た
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
よ

り
、
障
害
等
級
1
級
の
方
に
は
月
額
6
、2
8
8
円

（
令
和
2
年
度
）、
障
害
等
級
2
級
の
方
に
は
月
額

5
、0
3
0
円
（
令
和
2
年
度
）
を
上
乗
せ
し
て
支

給
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
障
害
基
礎
年
金
と
あ
い

ま
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
を

支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て
】

　

重
度
の
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
「
特
別
障
害
者
手

当
」
は
、
法
律
に
基
づ
く
全
国
一
律
の
制
度
で
あ
り
、

自
治
体
に
よ
っ
て
手
当
額
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
「
特
別
障
害
者
手
当
」
と
は
別
に
、

各
自
治
体
が
重
度
の
障
害
者
の
方
な
ど
に
支
給
し
て

い
る
手
当
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
る

も
の
と
な
り
ま
す

▼
国
庫
負
担
基
準

　

居
宅
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
重
度
障
害
者
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
申
請
し
て
も
、
国
庫
負
担
基

準
の
上
限
設
定
が
あ
る
た
め
、
地
方
自
冶
体
の
支
援

給
付
費
の
財
政
負
担
が
高
額
と
な
り
居
宅
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
抑
制
に
つ
な
が
り
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
て

い
る
実
態
か
ら
国
庫
負
担
基
準
の
上
限
設
定
を
な
く

し
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
支
援
給
付
費
の
負

担
割
合
を
自
治
体
の
財
政
状
況
を
加
味
し
た
割
合
に

す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

 
回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
国
の
費
用
負
担
を
「
義

務
化
」
す
る
こ
と
で
財
源
の
裏
付
け
を
強
化
す
る
一

方
で
、
限
り
あ
る
国
費
を
公
平
に
配
分
し
、
市
町
村

間
の
サ
ー
ビ
ス
の
ば
ら
つ
き
を
な
く
す
た
め
に
市
町

村
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
上
限
（
国
庫
負
担
基
準
）

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

国
庫
負
担
基
準
は
、
介
護
の
必
要
度
が
高
い
方
が

多
い
市
町
村
に
は
そ
の
人
数
に
応
じ
て
国
庫
負
担
を

行
え
る
仕
組
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
じ
市
町
村
の

中
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
少
な
い
方
か
ら
多
い
方
に

回
す
こ
と
が
可
能
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
度
障
害
者
の
割
合
が
一
定
以
上
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
額
が
国
庫

負
担
基
準
を
超
過
し
て
い
る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

地
域
生
活
支
援
事
業
に
よ
り
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
な
お
負
担
が
超
過
す
る
小
規
模
な
市
町
村

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、「
重
度
訪
問
介
護
等
の
利
用

促
進
に
係
る
市
町
村
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
報
酬
改
定
に
お
い
て
は
、
重

度
障
害
者
が
多
い
こ
と
等
に
よ
り
超
過
負
担
が
生
じ

ざ
る
を
得
な
い
小
規
模
な
市
町
村
に
よ
り
配
慮
し
、重

度
障
害
者
の
割
合
等
に
応
じ
て
、
国
庫
負
担
基
準
総

額
の
割
合
の
嵩
上
げ
を
行
う
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
関
係
者
の
御
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

必
要
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

重
度
障
害
者
対
象
の
重
度
訪
問
介
護
利
用
促
進
市

町
村
支
給
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
人
口
規
模
の
少
な

い
自
治
体
で
は
重
度
障
害
児
者
対
応
共
同
生
活
援
助

事
業
所
へ
の
超
過
負
担
額
が
数
百
万
円
か
ら
1
千
万

円
を
超
え
る
実
態
も
あ
り
ま
す
。
事
業
所
の
自
己
負

担
も
多
額
に
な
り
そ
の
し
わ
寄
せ
は
利
用
者
へ
影
響

す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
共
同

生
活
援
助
（
G
H
）
整
備
の
阻
害
要
因
に
も
な
っ
て

お
り
、
重
度
障
害
者
（
医
療
的
ケ
ア
を
含
む
）
事
業

所
の
整
備
促
進
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

重
度
障
害
者
の
割
合
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
額
が
国
庫
負
担
基

準
を
超
過
し
て
い
る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
地
域
生

活
支
援
事
業
に
よ
り
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

な
お
負
担
が
超
過
す
る
小
規
模
な
市
町
村
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
、「
重
度
訪
問
介
護
等
の
利
用
促
進
に
係

る
市
町
村
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
報

酬
改
定
に
お
い
て
、
重
度
化
・
高
齢
化
に
対
応
で
き

る
「
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
を

創
設
し
、
令
和
3
年
度
報
酬
改
定
に
向
け
た
論
点
と

し
て
重
度
障
害
者
へ
の
対
応
を
掲
げ
て
議
論
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
費
補
助
金
に
お
い

て
、
都
道
府
県
等
が
策
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
整
備
計
画
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
重
度
障
害
者
の
受
け
入
れ
体
制
の
強

化
に
向
け
て
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
移
動
支
援
の
利
用
に
つ
い
て
】

▼
通
勤
・
通
学
で
の
利
用
に
つ
い
て

　

一
法
律
一
制
度
で
あ
り
な
が
ら
移
動
支
援
制
度
は

自
治
体
の
判
断
で
認
可
さ
れ
自
治
体
間
で
利
用
の
在

り
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
す
。
現
状
で

は
「
個
別
給
付
」
と
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
の
二

本
立
て
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
利
用
者
の
個
別
の
実

情
が
反
映
で
き
な
く
、
移
動
支
援
の
目
的
が
生
か
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
実
情
を
反
映
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
国

一
律
の
も
と
利
用
者
の
個
別
の
実
情
に
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
あ
り
、
移
動
支
援
を
個
別
給
付
と
し
て
く
だ

さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
自
立
支
援
振
興
室
）

　

移
動
支
援
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を

促
進
し
、
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
る
上
で

重
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
生
活
支
援
事
業
に
お
け
る
移
動
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
市
町
村

の
必
須
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
市
町
村
等
が
地
域
の
障

害
福
祉
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、

地
域
の
実
情
や
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
な
形

態
に
よ
り
、
事
業
を
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
で
き

る
も
の
で
す
。

　

移
動
支
援
事
業
の
実
施
方
法
や
支
援
内
容
に
つ
い

て
も
、

・
地
域
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
方
の
ニ
ー
ズ

・ 

そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の

実
施
体
制

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
事
業
を
実
施
す
る

個
々
の
市
町
村
が
設
定
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
の
趣
旨
か
ら
、
全
国
統
一
的
な
事

業
内
容
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
厚

生
労
働
省
に
お
い
て
も
、
移
動
支
援
の
重
要
性
に
鑑

み
、
市
町
村
等
に
対
し
て
、
事
業
の
利
用
を
希
望
す
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る
方
の
心
身
の
状
況
や
、
利
用
に
つ
い
て
の
意
向
等

を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
、
真
に
必
要
と
す
る
方
に

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

肢
体
不
自
由
児
者
が
車
を
購
入
し
て
利
用
す
る
と

き
車
改
装
の
補
助
制
度
が
あ
る
が
沖
縄
は
電
車
な
ど

の
交
通
機
関
が
な
く
、
他
府
県
と
比
べ
て
車
で
の
移

動
手
段
は
、
日
常
生
活
を
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
沖
縄
県
や
公
共
交
通
の
脆
弱
な
地
域

に
対
す
る
車
改
装
補
助
金
と
し
て
十
分
な
配
慮
を
し

た
補
助
制
度
の
拡
充
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
自
立
支
援
振
興
室
）

　

障
害
の
あ
る
方
が
利
用
す
る
自
動
車
の
改
造
費
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
地
域
生
活
支

援
事
業
費
補
助
金
に
よ
り
自
治
体
を
通
し
て
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
以
降
は
、
各

自
治
体
に
お
い
て
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取

り
組
み
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
一
般
財
源
化
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の
事
業
と
し
て
、
ご
要
望
の

新
た
な
補
助
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
が
運
転
す
る
た
め
に
身
体
の

状
態
に
応
じ
た
補
助
手
段
（
改
造
）
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
自
動
車
、
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
使
用
者
搬

送
用
に
車
椅
子
等
昇
降
装
置
や
車
椅
子
等
の
固
定
装

置
等
を
有
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

の
告
示
に
基
づ
い
て
、
消
費
税
が
課
せ
ら
れ
な
い
も

の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

【�

養
護
学
校
（
特
別
支
援
学
校
）
卒
業
後
の
就
労

の
場
及
び
日
常
生
活
の
場
の
整
備
】

▼�

肢
体
不
自
由
児
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
事
業
所
の

在
り
方

　

地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
事
業
は
令
和
2
年
度
末

頃
ま
で
に
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
全
国
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
内
容
は
か
な
り
地
域
格
差
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
事
業
内
容
の
あ
る
べ
き
事
例
を
示
す
な

ど
で
具
体
的
な
推
進
対
策
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
に
つ
い
て
は
、

・  

平
成
29
年
7
月
に
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
に
求
め

ら
れ
る
必
要
な
機
能
や
運
営
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
自
治
体
に
通
知

・ 

平
成
29
年
度
に
整
備
済
み
の
自
治
体
を
中
心
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
好
事
例
集
を
作
成
し
、
自
治

体
に
周
知　

・ 

令
和
元
年
度
に
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業
に
お

い
て
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
に
当
た
っ

て
の
課
題
や
整
備
済
み
の
市
町
村
に
お
け
る
各
種

機
能
の
整
備
状
況
を
把
握
す
る
な
ど
に
よ
り
、
地

域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
や
機
能
の
充
実
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
地
域

生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
や
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
、

論
点
と
し
て
掲
げ
、
議
論
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
全
国
に
お

け
る
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
や
各
種
機
能
の

充
実
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
の
生
活
や
就
労
を
支
援
す
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
者
に
よ
る
国
の
給
付
費
の
不
正

受
給
が
2
0
1
4
～
2
0
1
8
年
の
5
年
間
で
約

26
億
34
万
円
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
全
国
自
治
体

調
査
で
判
明
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
営
利
優
先
の
株

式
会
社
や
事
業
者
な
ど
福
祉
の
理
念
を
取
り
違
え
て

い
る
事
業
者
も
散
見
さ
れ
、
当
事
者
と
し
て
は
看
過

で
き
ま
せ
ん
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
者
の

業
務
監
査
、
第
三
者
評
価
受
任
等
が
各
自
治
体
で
丁

寧
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
指
導
及
び
支
援
を
し
て
く
だ

さ
い
。　

 

回
答  

（ 

障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
監
査
指
導
室
・
障
害
保

健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

【
指
導
監
査
に
つ
い
て
】

　

不
正
請
求
の
発
見
あ
る
い
は
指
定
障
害
者
支
援
施

設
等
の
適
切
な
運
営
の
確
保
の
た
め
に
は
、
自
治
体

に
よ
る
適
切
な
指
導
監
査
の
実
施
等
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
か
ら
自
治
体
あ
て
に
、

指
導
監
査
の
実
施
手
法
や
指
導
項
目
等
を
助
言
し
た

指
導
指
針
や
監
査
指
針
を
示
す
と
と
も
に
、
定
期
的

に
国
の
職
員
が
自
治
体
に
直
接
赴
い
て
、
当
該
自
治

体
の
実
施
す
る
指
導
監
査
方
法
等
に
係
る
技
術
的
助

言
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
厚
生
労
働
省
か
ら
自
治
体

に
対
し
て
は
、

・
毎
年
度
の
指
導
監
督
職
員
研
修
の
実
施

・ 

指
導
監
査
の
強
化
等
を
要
請
す
る
自
治
体
あ
て
通

知
の
発
出

・ 

毎
年
度
の
全
国
主
管
課
長
会
議
に
お
い
て
、不
正
防

止
に
向
け
た
機
動
的
か
つ
適
切
な
指
導
監
査
の
実

施
依
頼
等
、
事
業
運
営
の
適
正
化
に
向
け
た
、
助

言
や
情
報
提
供
等
の
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、
法
令
等
に
基
づ
く
事
業

運
営
の
、
よ
り
一
層
の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
指
導
監
督
の
徹
底

等
に
つ
い
て
、
自
治
体
に
対
し
て
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
等
、
今
後
と
も
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
第
三
者
評
価
に
つ
い
て
】

　

第
三
者
評
価
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
3
月
に
評

価
基
準
と
評
価
基
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

　

障
害
福
祉
情
報
等
公
表
制
度
に
お
い
て
も
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
報
告
す
る
事
項
の
ひ
と
つ

と
し
て
第
三
者
評
価
の
受
審
状
況
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
が
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

【
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
】

▼�

拠
点
整
備
の
ソ
フ
ト
面
以
上
に
地
域
で
障
害
児
者

を
支
え
る
資
源
・
機
能
の
充
実
が
未
だ
不
十
分

　

現
在
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
で
「
拠
点

等
の
必
要
な
機
能
」で「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症

心
身
障
害
、
遷
延
性
意
識
障
害
等
を
支
援
困
難
な
障

害
児
者
と
し
て
機
能
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
各
自
冶
体
に
周
知
し
、
必
要
な
支
援
を
図
っ

て
下
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

 

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
7

月
に
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
」
を
通
知
し
、
医
療
的
な
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心

身
障
害
、
遷
延
性
意
識
障
害
等
の
支
援
が
難
し
い
障

害
者
へ
の
対
応
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
全

体
で
支
援
す
る
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
旨
を
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
地
域
生
活

支
援
拠
点
等
の
整
備
の
趣
旨
や
重
要
性
に
つ
い
て
自

治
体
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
報
酬

改
定
に
向
け
た
検
討
も
含
め
、
地
域
生
活
支
援
拠
点

等
の
整
備
や
機
能
の
充
実
に
向
け
て
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

65
歳
に
達
し
た
障
害
者
に
対
し
て
、
自
治
体
は
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
事
務
的
に
移
行
す
る
こ
と
な
く
、

利
用
者
並
び
に
障
害
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
に
携
わ

る
相
談
支
援
事
業
所
に
対
し
て
、
個
々
の
障
害
者
の

状
況
に
応
じ
て
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
こ
と
の
周
知
と
徹
底

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
自
助
を
基
本
と
し
つ
つ
、
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共
助
が
自
助
を
支
え
、
自
助
・
共
助
で
対
応
で
き
な

い
場
合
に
社
会
福
祉
等
の
公
助
が
補
完
す
る
仕
組
み

が
社
会
保
障
の
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
下
、
我
が
国
の
社
会
保
障
全
体

の
体
系
に
お
い
て
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
が
公
費
負
担
制

度
で
も
社
会
保
険
制
度
で
も
提
供
さ
れ
る
と
き
は
、

国
民
が
互
い
に
支
え
合
う
た
め
に
保
険
料
を
支
払
う

社
会
保
険
制
度
の
下
で
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ま
ず
利

用
し
て
も
ら
う
と
い
う
「
保
険
優
先
の
考
え
方
」
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
福
祉
制
度
と
介
護
保
険
制
度
の
関
係
に
つ
い

て
も
、「
保
険
優
先
の
考
え
方
」
に
基
づ
き
、
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
保
険
制
度
で
あ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
利
用
で
き
る
場
合
に
は
、
ま
ず
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
律
に
当
該
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
優

先
さ
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
申
請
に
係
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
を
聴
き
取
り
に
よ
り
把
握
し

た
上
で
、
申
請
者
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
内
容
を

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
可
能
か

否
か
を
適
切
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

・ 

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

み
で
は
適
切
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
市

町
村
が
認
め
る
場
合
や
、

・  

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
固
有
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
引
き
続
き
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
支
援
専
門
員
が
受
講
す
る
初
任
者
研

修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
介
護
保
険
の
対
象
者
と

な
っ
た
障
害
者
に
つ
い
て
、
一
律
に
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
優
先
的
に
利
用
す
る
も
の
と
は
せ
ず
、
個
々

の
事
情
を
踏
ま
え
る
等
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
た

め
に
必
要
な
制
度
等
の
知
識
に
関
す
る
内
容
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

▼ 

医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
障
害
児
者
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
は
十
分
か

　

在
宅
の
医
療
的
ケ
ア
児
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

特
に
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
医
療
的
ケ
ア
児

の
数
は
こ
の
10
年
で
10
倍
と
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

支
援
す
る
医
療
型
施
設
の
増
設
は
な
く
新
規
の
設
置

計
画
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状

で
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
成
人
の
通
所
部
門
で
は
定
員

を
は
る
か
に
超
え
通
所
日
数
も
制
限
さ
れ
在
宅
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
で
は
呼
吸
器
装
着
の
児
童
生
徒
も

親
の
付
き
添
い
な
し
に
通
学
が
可
能
に
な
る
よ
う
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
卒
後

の
進
路
先
に
は
全
く
な
い
状
況
で
す
。
呼
吸
器
装
着

な
ど
の
濃
厚
な
医
療
的
ケ
ア
は
医
師
の
常
駐
が
な
い

福
祉
型
生
活
介
護
施
設
で
の
通
所
は
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

卒
後
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
者
が
通
え

る
、
医
療
的
ケ
ア
生
活
介
護
施
設
の
設
置
に
関
す
る

指
針
等
を
整
備
し
設
置
促
進
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

（
再
掲
）

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

日
中
活
動
の
主
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
生
活
介
護
を

実
施
す
る
に
は
、
指
定
基
準
上
、
看
護
職
員
の
配
置

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
看
護
職
員
を

常
勤
換
算
で
2
人
以
上
配
置
し
、
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
利
用
者
に
支
援
す
る
場
合
に
も
加
算
を
算

定
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
3
年
度
の
報
酬
改
定
に
向
け
て
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
検
討
チ
ー
ム
を
開
催
し

て
お
り
、
生
活
介
護
に
つ
い
て
は
、
常
勤
看
護
職
員

を
3
人
配
置
し
た
場
合
に
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ご
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度
障
害
者
総
合
福
祉
推
進

事
業
に
お
い
て
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
や
生
活

介
護
事
業
所
等
が
医
療
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
際
の
手

引
き
書
の
作
成
や
看
護
職
員
に
対
す
る
標
準
的
な
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実

現
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
者
（
人
工
呼
吸
器
使
用
を
含
む
）

の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、
医
療
型
介
護

施
設
（
旧
重
症
心
身
障
害
児
施
設
）
療
育
セ
ン
タ
ー

を
、
自
治
体
は
支
援
を
必
要
と
す
る
利
用
者
・
支
援

者
と
十
分
な
意
見
交
換
を
行
い
実
態
・
実
情
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
医
療
型
介
護
施
設
を
障
害

福
祉
計
画
に
盛
り
込
み
、
障
害
福
祉
圏
域
に
設
置
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

第
6
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
２
期
障
害
児
福
祉
計

画
に
係
る
基
本
指
針
に
お
い
て
、
市
町
村
や
都
道
府

県
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
施
に
関
し
て
一
義

的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
特
に
都
道
府
県
に

つ
い
て
は
、
福
祉
施
設
の
整
備
等
に
関
し
て
広
域
的

調
整
を
図
る
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
児
入
所
支
援

等
の
必
要
量
を
見
込
む
際
に
、
地
域
に
お
け
る
障
害

者
等
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ

の
他
の
事
情
を
正
確
に
把
握
し
つ
つ
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

　

① 
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
分
析

を
行
う

　

② 
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
に
よ
る
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
う

こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

重
度
障
害
者
、
特
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害

者
は
現
在
の
共
同
生
活
援
助
の
事
業
内
容
で
は
生
活

す
る
に
は
困
難
が
多
く
、
重
症
心
身
障
害
児
者
入
所

施
設
を
望
む
声
が
多
く
あ
り
ま
す
。
東
京
都
で
は
、待

機
者
が
数
百
人
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
入
所
施
設
が

空
く
ま
で
、
短
期
入
所
を
転
々
と
し
な
が
ら
待
っ
て

い
る
者
も
多
く
い
ま
す
。
一
律
に
「
地
域
移
行
を
促

す
だ
け
で
は
な
く
」
重
度
障
害
者
、
特
に
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
障
害
者
が
生
涯
に
わ
た
り
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
入
所
施
設
等
を
適
切
に
配
置
す
る
よ

う
都
道
府
県
に
指
導
す
る
と
共
に
、
国
と
し
て
「
重

度
障
害
者
・
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
者
」
の
将

来
設
計
を
見
据
え
た
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
必
要
な
予
算
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

入
所
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
自
宅
等
で
の
暮

ら
し
な
ど
、
障
害
が
あ
っ
て
も
生
活
の
場
を
選
択
で

き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

入
所
施
設
を
含
め
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
お

い
て
、
地
域
に
居
住
す
る
障
害
の
あ
る
方
の
意
見
を

聞
き
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
把
握
し
た

上
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
を
見
込
ん
だ
障
害
福
祉

計
画
に
基
づ
き
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬

改
定
に
お
い
て
、
利
用
者
の
重
度
化
等
へ
対
応
す
る

た
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
看
護
職
員
配
置

加
算
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
昼
夜
を
通
じ
て
職
員

を
配
置
し
、
入
居
者
へ
の
支
援
を
可
能
と
す
る
「
日

中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
を
創
設
し

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
現
在
、
令
和
3
年
度
の
報
酬
改
定
に
向

け
て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
検
討
チ
ー
ム

を
開
催
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
重

度
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
を
図
る
観
点
か
ら
ご
議
論

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
費
補
助

金
で
は
、
都
道
府
県
等
が
策
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
整
備
計
画
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
、
障
害
福
祉
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サ
ー
ビ
ス
等
の
体
制
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
】

▼
十
分
に
使
え
て
い
る
か

　

国
が
、
障
害
者
が
「
地
域
で
暮
ら
す
」
方
針
を
打

ち
出
し
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
自
分
の
生
ま
れ
た
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
た
い
」
思
い
の
障
害
者
も
大
勢
い
ま
す
。

そ
の
為
に
一
人
暮
ら
し
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
選
択

肢
も
あ
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
の

サ
ー
ビ
ス
支
給
量
制
度
（
報
酬
改
定
で
提
出
済
）
は

障
害
者
の
自
立
生
活
を
支
え
る
に
は
不
十
分
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
格
差
が
あ
る
の
も
現
実
で
す
。

　

特
に
重
度
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差
を
な
く
す

た
め
の
制
度
（
県
、
市
町
村
）
へ
の
予
算
を
拡
充
し

て
く
だ
さ
い
。

　 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）　

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
に
つ
い
て
は
、

適
正
か
つ
公
平
に
行
う
た
め
に
、
当
該
市
町
村
に
お

い
て
定
め
る
支
給
決
定
基
準
に
照
ら
し
つ
つ
、
支
給

の
可
否
、
支
給
量
等
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

支
給
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
申
請
の
あ
っ
た
障
害

者
等
に
つ
い
て
、
障
害
支
援
区
分
の
み
な
ら
ず
、
す

べ
て
の
勘
案
事
項
に
関
す
る
一
人
一
人
の
事
情
を
踏

ま
え
て
適
切
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労

働
省
と
し
て
は
、
特
に
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
支
給
決
定
基
準
で
定
め

ら
れ
た
支
給
量
に
よ
ら
ず
柔
軟
に
支
給
決
定
を
行
う

よ
う
に
全
国
会
議
の
場
を
通
じ
て
市
町
村
に
周
知
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
国
の
費
用
負
担

を
「
義
務
化
」
す
る
こ
と
で
財
源
の
裏
付
け
を
強
化

す
る
一
方
で
、
限
り
あ
る
国
費
を
公
平
に
配
分
し
、

市
町
村
間
の
サ
ー
ビ
ス
の
ば
ら
つ
き
を
な
く
す
た
め

に
市
町
村
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
上
限
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
重
度
障
害
者
の
割
合
が
一
定
以
上
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
額
が
国
庫

負
担
基
準
を
超
過
し
て
い
る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

地
域
生
活
支
援
事
業
に
よ
り
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
な
お
負
担
が
超
過
す
る
小
規
模
な
市
町
村

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、「
重
度
訪
問
介
護
等
の
利
用
促

進
に
係
る
市
町
村
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
報
酬
改
定
に
お
い
て
は
、

重
度
障
害
者
が
多
い
こ
と
等
に
よ
り
超
過
負
担
が
生

じ
ざ
る
を
得
な
い
小
規
模
な
市
町
村
に
よ
り
配
慮
し
、

重
度
障
害
者
の
割
合
等
に
応
じ
て
、
国
庫
負
担
基
準

総
額
の
割
合
の
嵩
上
げ
を
行
う
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
関
係
者
の
御
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
必

要
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【�

障
害
児
者
に
対
す
る
重
層
的
な
地
域
支
援
の
体

制
整
備
に
つ
い
て
】

▼
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
計
画

　

障
害
福
祉
計
画
等
の
改
正
に
あ
た
っ
て
「
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
」
の
作
成
に
あ
っ
て
、
障
害
者
・
支
援

者
と
協
議
を
重
ね
必
要
な
サ
ー
ビ
量
を
把
握
し
利
用

実
績
の
積
み
上
げ
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
な
く
将
来

の
必
要
な
支
援
量
を
織
り
込
ん
で
計
画
し
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
）

　

国
の
定
め
る
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
障
害

児
通
所
支
援
等
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の

基
本
的
な
指
針
」
で
は
、

・ 

障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
ほ
か
、
障
害
者
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

・ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
障
害
児
通
所
支
援
及

び
障
害
児
入
所
支
援
の
必
要
な
量
を
見
込
む
等
の

際
は
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者
等
の
心
身
の
状
況
、

そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
を
正
確

に
把
握
し
つ
つ
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
し
て
お
り
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
に
つ

い
て
分
析
や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
る
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
う
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
障
害
福
祉
計
画
等
を
作

成
す
る
に
当
た
っ
て
の
一
助
と
し
て
「
障
害
福
祉
計

画
策
定
に
係
る
実
態
調
査
及
び
P
D
C
A
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
周
知
を

行
っ
て
お
り
、
こ
の
中
で
、
障
害
者
等
の
生
活
の
状

況
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
の
方
法
や
、
障
害
福
祉
計
画
等
へ
の

反
映
方
法
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
方
公
共
団
体
が
障
害
福
祉
計
画
等

を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
必
要
な
助
言
等
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
】

▼
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
計
画
相
談
支
援

専
門
員
が
全
国
に
足
り
ず
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
に
頼
っ

て
い
る
。
計
画
相
談
支
援
専
門
員
不
足
の
課
題
（
運

営
費
・
人
材
面
）
の
解
決
を
図
り
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン

で
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
減
ら
す
よ
う

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。　
　

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）　　

　

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
地
域
に
指

定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
が
な
い
場
合
や
障
害
者
等

が
希
望
す
る
場
合
に
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所

が
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
に
代
え
て
、
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
と
し
て
は
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、「
自
治
体

が
計
画
相
談
支
援
等
の
体
制
整
備
に
向
け
た
努
力
を

し
な
い
ま
ま
安
易
に
申
請
者
を
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
に
誘

導
す
る
よ
う
な
こ
と
は
厳
に
慎
む
べ
き
」
と
通
知
す

る
と
と
も
に
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
に
関
し
て
、
セ
ル
フ

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
者
へ
の
意
向
調
査
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
相
談
支
援
専
門
員
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
希
望
の
有
無
等
を
把
握
す
る
こ
と
等
の

取
組
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。（
平
成
30
年
3
月

30
日
付
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉

部
障
害
福
祉
課
長
通
知
）

　

ご
指
摘
の
計
画
相
談
支
援
事
業
所
に
お
け
る
運
営

費
・
人
材
面
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
か
ら

も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令

和
3
年
度
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
必
要

な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
時
に
お
い
て
要
援
護
者
名
簿
の
開
示
を
承
諾
し

た
当
事
者
の
避
難
に
関
す
る
「
個
別
支
援
計
画
」
を

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
を
活
用
し
避
難
等
の
事
項

を
記
載
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

避
難
時
の
配
慮
事
項
等
を
記
載
す
る
個
別
支
援
計

画
に
つ
い
て
は
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行

動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
（
平
成
25
年
8
月
内
閣

府
（
防
災
担
当
））」
に
お
い
て
、
市
区
町
村
が
主
体

と
な
り
個
別
に
避
難
行
動
要
支
援
者
と
具
体
的
な
打

合
せ
を
行
い
な
が
ら
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
令
に
お
い
て
、

・ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談
支
援
の
種
類
、

内
容
、
量
及
び
日
時
並
び
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

又
は
地
域
相
談
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事

項
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・ 
提
供
さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談

支
援
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期

等
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
避
難
方
法
等
に
つ
い

て
記
載
す
る
個
別
計
画
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
ま

す
。

　

個
別
計
画
策
定
に
お
け
る
福
祉
専
門
職
の
関
与
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
内
閣
府
が
開
催
し
、

当
課
も
参
画
し
て
い
る
「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
等

を
踏
ま
え
た
高
齢
者
等
の
避
難
に
関
す
る
サ
ブ
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
更
に
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

障
害
児
者
の
地
域
生
活
を
支
援
・
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
、
た
と
え
新
た
な
支
援

事
業
者
で
あ
っ
て
も
瞬
時
に
把
握
し
情
報
収
集
で
き

る
よ
う
に
し
、
質
の
高
い
支
援
が
全
国
の
ど
の
地
域

で
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）　

　

利
用
者
情
報
に
関
す
る
事
業
者
間
で
の
情
報
連
携

に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
共
有
の
問
題
を
は
じ
め

と
し
て
情
報
連
携
に
関
す
る
標
準
仕
様
の
検
討
、
情

報
連
携
の
際
に
求
め
ら
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
の

検
討
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
と
こ
ろ
、
国
と
し
て
ど

の
よ
う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
か
、
介
護
保
険
分
野

に
お
け
る
取
組
も
参
考
に
し
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

【
在
宅
医
療
、
訪
問
看
護
等
に
つ
い
て
】

　

障
害
者
総
合
支
援
法
の
介
護
給
付
の
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
訪
問
対
象
地
に
居
宅
に
限
定
し
な
い

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
や
介
護
保
険
で
も
、
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る

児
者
が
訪
問
看
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
居
宅
、
看
護
師
の
配
置
の
な
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
場
所
や
移

動
中
に
は
利
用
で
き
ず
家
族
の
負
担
だ
け
の
た
め
、

社
会
参
加
を
阻
む
も
と
の
な
っ
て
お
り
訪
問
看
護
の

利
用
拡
充
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

医
療
保
険
の
訪
問
看
護
は
、
居
宅
に
お
い
て
継
続

し
て
療
養
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
方
々
へ
必
要
な
医

療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
必
要
に
応
じ
て
看
護
師
の
配
置
や
送

迎
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
看
護
の
提

供
を
行
っ
た
場
合
、
医
療
連
携
体
制
加
算
を
算
定
で

き
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
重
度
の
障
害
者
を
対
象
と
す
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
重
度
訪
問
介
護
に
お
い
て
は
、
居
宅
で

の
利
用
に
加
え
、
外
出
時
の
移
動
中
も
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

重
度
訪
問
介
護
の
支
援
範
囲
に
通
学
（
学
習
を
含

む
）
や
通
勤
を
加
え
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

通
学
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
差

別
解
消
法
の
施
行
に
伴
う
教
育
機
関
に
よ
る
「
合
理

的
配
慮
」
と
の
関
係
、
教
育
と
福
祉
の
役
割
分
担
の

在
り
方
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
教
育
施
策
に

お
い
て
も
様
々
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し

て
お
り
、
文
部
科
学
省
と
も
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
通
勤
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
経
済

活
動
に
関
す
る
支
援
を
公
費
で
負
担
す
べ
き
か
な
ど

の
課
題
が
あ
る
た
め
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
、
雇

用
施
策
と
福
祉
施
策
が
連
携
し
、
通
勤
や
職
場
等
に

お
け
る
支
援
を
実
施
す
る
事
業
を
新
た
に
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
障
害
児
者
に
と
っ
て
は
、

停
電
は
命
取
り
と
な
る
こ
と
か
ら
、災
害
等
に
よ
る
停

電
対
策
と
し
て
、
日
常
生
活
用
具
の
制
度
の
中
で
全

市
町
村
が
人
工
呼
吸
器
用
自
家
発
電
機
、
外
部
バ
ッ

テ
リ
ー
（
充
電
器
、
イ
ン
バ
ー
タ
含
む
）
を
給
付
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
避
難
先
確
保
が
で
き

な
い
場
合
、
災
害
時
に
自
宅
で
の
避
難
生
活
を
可
能

に
す
る
た
め
に
、
蓄
電
池
設
置
の
補
助
を
追
加
し
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　

 

回
答 

（
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
自
立
支
援
振
興
室
）

　

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
は
、
障
害
者
等
の
日

常
生
活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の
用
具
を
給

付
又
は
貸
与
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
日
常
生
活
用
具
の
要
件
、
用
途

及
び
形
状
を
規
定
し
て
お
り
、
具
体
的
な
品
目
を
対

象
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
や

利
用
者
の
状
況
に
よ
り
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
が

柔
軟
に
定
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
用
具
の
要
件
で
は
「
用
具
の
製
作
、
改

良
又
は
開
発
に
あ
た
っ
て
障
害
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
や
技
術
を
要
す
る
も
の
で
、
日
常
生
活
品
と
し

て
一
般
に
普
及
し
て
い
な
い
も
の
」
等
を
定
め
て
お

り
、
要
件
、
用
途
及
び
形
状
の
観
点
か
ら
、
自
家
発

電
機
、
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
（
充
電
器
、
イ
ン
バ
ー
タ

含
む
）、蓄
電
池
設
置
の
補
助
を
当
該
事
業
の
対
象
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

文 
部 

科 

学 

省

【
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
】

▼
心
身
障
害
児
理
解
の
教
育
に
つ
い
て

　

特
別
支
援
学
校
の
施
設
開
放
と
障
害
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
を
図
り
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（ 

ス
ポ
ー
ツ
庁
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
参

事
官
）

　

特
別
支
援
学
校
を
含
む
学
校
の
体
育
施
設
の
開
放

に
つ
い
て
は
、「
学
校
体
育
施
設
の
有
効
活
用
に
関
す

る
手
引
き
」
を
令
和
2
年
3
月
に
策
定
し
、
都
道
府

県
・
指
定
都
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
主
管
課
等
に
周
知

し
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
に
お
い
て
、 

地
域
で
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
ス
ポ
ー

ツ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
等
を
通
じ
て
、 

今
後
も
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
学
校
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
教
育
を
充
実
し
、
健
常
児
者
と
の
交
流
・
障
害
理

解
促
進
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実
現
に
向
け
、
市
町
村

で
の
特
別
支
援
学
級
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

生
活
す
る
地
域
の
学
校
で
、
地
域
の
友
達
と
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
更
に
地
域
教
育
委
員
会
の
指
導

強
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
）

　

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
に
基
づ
く
「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
理
念
の
実
現
に
向

け
、
障
害
の
あ
る
子
供
と
障
害
の
な
い
子
供
が
可
能

な
限
り
共
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
条
件
整
備
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
子
供
と
障
害
の
な
い
子
供
が

共
に
学
ぶ
「
交
流
及
び
共
同
学
習
」
を
推
進
し
て
お

り
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
記
載
や
、
好
事
例
の

周
知
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
交

流
及
び
共
同
学
習
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
師
を
目
指
す
学
生
が
医
療
的
ケ
ア
等
の
必
要
な

重
度
心
身
障
害
者
や
そ
の
家
族
と
接
す
る
機
会
が
得

ら
れ
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム （
医
学
部
卒
業
ま
で
に

必
要
な
単
位
に
す
る
な
ど
） 

を
構
築
し
て
く
だ
さ
い
。
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回
答  
（
高
等
教
育
局
医
学
教
育
課
）

　

医
学
教
育
に
お
い
て
は
、
学
生
が
卒
業
時
ま
で
に

学
修
す
べ
き
内
容
を
示
し
た
「
医
学
教
育
モ
デ
ル
・

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、「
患
者
や
そ
の

家
族
の
社
会
的
背
景
が
多
様
で
あ
り
得
る
こ
と
を
認

識
し
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
こ

と
や
、「
障
害
者
福
祉
の
現
状
と
制
度
を
説
明
で
き

る
」
こ
と
等
を
学
修
目
標
と
し
て
提
示
し
て
お
り
、

各
大
学
に
お
い
て
、
障
害
者
医
療
・
福
祉
等
に
つ
い

て
学
ぶ
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
各
大
学
に

お
け
る
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

看
護
師
な
ど
に
つ
い
て
も
、
重
度
障
害
児
者
・
医

療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
障
害
児
者
へ
の
対
応
指
針

な
ど
履
修
科
目
に
追
加
し
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
い
。

 

回
答  

（
高
等
教
育
局
医
学
教
育
課
）

　

看
護
学
教
育
に
お
い
て
は
、「
看
護
学
教
育
モ
デ

ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
多
様
な

場
の
特
性
に
応
じ
た
看
護
実
践
と
し
て
「
母
子
、
高

齢
者
、
心
身
・
精
神
障
害
児
・
者
を
対
象
と
し
た
福

祉
施
設
（
入
所
・
通
所
）
に
お
け
る
看
護
の
在
り
方

と
方
法
」
が
、
小
児
期
に
あ
る
人
々
へ
の
看
護
実
践

と
し
て
「
様
々
な
病
期
・
症
状
・
治
療
に
応
じ
た
子

ど
も
（
医
療
的
ケ
ア
児
を
含
む
）
の
特
徴
の
理
解
と

看
護
」
や
「
成
人
移
行
期
に
お
け
る
治
療
継
続
や
そ

の
人
ら
し
い
生
活
の
実
現
の
た
め
の
看
護
」
が
教
育

内
容
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
各
大
学
に
お
い
て
、

重
度
障
害
児
者
や
医
療
的
ケ
ア
児
の
理
解
や
必
要
な

支
援
・
対
応
等
に
つ
い
て
学
ぶ
取
組
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ

て
、
引
き
続
き
、
優
れ
た
看
護
師
の
養
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

震
災
時
等
で
公
立
学
校
施
設
等
は
、
避
難
所
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
目
的
ト
イ
レ
を
国
庫
補

助
事
業
で
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
ト
イ

レ
に
設
置
す
る
ベ
ッ
ド
は
、
国
土
交
通
省
省
令
「
障

害
者
用
ト
イ
レ
へ
大
人
用
介
護
ベ
ッ
ド
と
姿
勢
保
持

用
の
背
も
た
れ
の
設
置
」
に
基
づ
く
仕
様
に
し
て
く

だ
さ
い
。

 

回
答 

　

学
校
施
設
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
等
が
支
障

な
く
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

の
役
割
も
果
た
す
こ
と
か
ら
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
設

置
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
多
目
的
ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
等
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
係
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
国
庫

補
助
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
一
層
学

校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
、
令

和
3
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
、
国
庫
補
助
率
の
引

上
げ
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

 （
参
考
） 

大
規
模
改
造
（
障
害
児
等
対
策
施
設
整
備

工
事
）

・ 

対
象
事
業
：
障
害
児
等
の
学
習
環
境
を
改
善
す
る

工
事
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
学
校

を
整
備
す
る
上
で
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
工
事
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
多

目
的
ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
等
）

・
予
算
額
： 

令
和
元
年
度
補
正
予
算
6
0
6
億
円
の

内
数

令
和
2
年
度
当
初
予
算 

1
、1
6
5
億

円
の
内
数

令
和
3
年
度
概
算
要
求 

1
、2
9
5
億

円 （
＋
事
項
要
求
） 

の
内
数

・
補
助
率
：
１
／
３

　

※ 

上
記
の
他
、
公
立
学
校
施
設
の
新
築
、
増
築
、

改
築
に
伴
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
場
合
も
合

わ
せ
て
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

・ 

新
築
・
増
築
：
負
担
割
合
1
／
2　

改
築
：
算
定

割
合
1
／
3

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
施
設
の
計
画
・

設
計
上
の
留
意
事
項
を
示
し
た
「
学
校
施
設
整
備
指

針
」
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、「
障
害
の
あ
る

児
童
、
教
職
員
及
び
学
校
開
放
時
又
は
避
難
所
開
設

時
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
要
配
慮
者
の
利
用
を
踏

ま
え
た
便
所
を
計
画
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
ベ
ッ
ド
に

つ
い
て
も
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
、
学
校
設
置
者

に
よ
っ
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
お

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
各
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
つ
つ
、
必
要
な
支
援
を
図
り
、
多
目
的
ト
イ
レ

の
設
置
を
含
む
公
立
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国 

土 

交 

通 

省

　

省
令
「
障
害
者
用
ト
イ
レ
へ
大
人
用
介
護
ベ
ッ
ド

と
姿
勢
保
持
用
の
背
も
た
れ
の
設
置
」
の
「
大
人
用

介
護
ベ
ッ
ド
に
い
て
の
」
設
置
数
で
建
物
内
に
複
数

の
車
い
す
障
害
者
用
便
房
や
多
機
能
便
房
を
設
置
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
1
以
上
は
大
型
ベ
ッ
ド

付
き
便
房
と
す
る
こ
と
」
と
改
め
て
く
だ
さ
い
。

 
回
答 

　

ご
指
摘
の
「
障
害
者
用
ト
イ
レ
へ
大
人
用
介
護

ベ
ッ
ド
と
姿
勢
保
持
用
の
背
も
た
れ
の
設
置
」
と
い

う
省
令
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

あ
る
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
移
動
等
に
配

慮
し
た
建
築
設
計
標
準
」
に
お
い
て
は
、『「
車
い
す

使
用
者
用
便
房
」
を
設
け
る
場
合
は
、
男
女
が
共
用

で
き
る
位
置
に
、
1
以
上
の
「
大
型
ベ
ッ
ド
付
き
便

房
」
を
設
け
る
』
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
建
築
設
計
標
準
に
お
い
て
は
、
写
真
付

き
の
設
計
の
好
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
て
お
り

ま
す
が
、
好
事
例
の
1
つ
と
し
て
、
大
型
ベ
ッ
ド
を

設
置
し
、
背
も
た
れ
付
き
の
便
座
が
あ
る
車
い
す
使

用
者
用
ト
イ
レ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ト
イ
レ
を
円
滑
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
と
し
て
、
建
築
設

計
標
準
の
趣
旨
を
し
っ
か
り
と
普
及
啓
発
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
交
通
事
業
者
の

義
務
と
す
る
よ
う
合
理
的
配
慮
と
し
て
義
務
化
に
し

て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
総
合
政
策
局　

安
心
生
活
政
策
課
）

　

公
共
交
通
機
関
の
車
両
等
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」、「
移
動
等

円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
旅
客
施
設
又
は
車
両
等
の

構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
」（
以

下
「
移
動
等
円
滑
化
基
準
」
と
い
う
）
及
び
「
公
共

交
通
機
関
の
車
両
等
に
関
す
る
移
動
等
円
滑
化
整
備

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

移
動
等
円
滑
化
基
準
は
、
公
共
交
通
事
業
者
等
が

旅
客
施
設
及
び
車
両
等
を
新
設
・
導
入
等
す
る
場
合

に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
や

構
造
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

公
共
交
通
事
業
者
等
が
、
車
両
等
を
新
た
に
整
備
・

導
入
等
す
る
際
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
を
は
じ
め
と

し
た
多
様
な
利
用
者
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
整
備
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
示
し
た
目
安
と
な

り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
公
共
交
通
事
業
者
等
が
、

車
両
等
を
新
造
、改
修
等
を
行
う
際
に
、高
齢
者
や
障
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害
者
等
を
含
む
全
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
車
両
等

を
導
入
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
周
知
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
6
月
、
障
害
者
政
策
委
員
会
に
お
い

て
「
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
3
年
後
見
直
し
に

関
す
る
意
見
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、「
公
共
交
通

事
業
者
を
含
む
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
適
切

な
提
供
に
つ
い
て
は
、
建
設
的
対
話
の
促
進
や
事
例

の
共
有
、
相
談
体
制
の
充
実
等
を
図
り
つ
つ
、
事
業

者
を
含
め
た
社
会
全
体
の
取
組
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
障
害
者
権
利
条
約
と
の
一
層
の
整
合
性
の
確
保

等
を
図
る
観
点
か
ら
、
更
に
関
係
各
方
面
の
意
見
等

を
踏
ま
え
、
そ
の
義
務
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
記
を
踏
ま
え
、
内
閣
府
を
中
心
に
関
係
各
方
面

の
ご
意
見
等
を
伺
い
な
が
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
共
交
通
機
関
に
採
用
す
る
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

設
計
に
車
い
す
利
用
者
の
安
全
配
慮
を
合
理
的
配
慮

と
し
て
設
計
し
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答  

（
国
土
交
通
省
自
動
車
局
技
術
・
環
境
政
策
課
）

　

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共
交
通
車
両
に
つ
い
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
基
準
（
省
令
）
に
基
づ
き
、

車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
一
定
の
通
路
幅
の
確
保

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
車
椅
子
の
利
用
者
の
安
全
に

配
慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
公
共
交
通
車
両

は
ま
だ
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、実
用
化
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
車
椅
子
利
用
者

の
安
全
に
配
慮
し
た
設
計
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
自
動
運
転
車
特
有
の
新
た
な
配
慮
事
項
が

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

な
が
ら
迅
速
に
対
処
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

内 

閣 

府

　
「
災
害
時
個
別
支
援
計
画
」作
成
を
相
談
支
援
の
一

つ
と
し
て
障
害
児
者
福
祉
制
度
の
中
で
取
り
組
み
、

障
害
児
者
の
地
域
生
活
に
と
っ
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ

し
い
特
定
さ
れ
た
福
祉
避
難
所
等
（
電
源
の
必
要
な

障
害
児
者
に
と
っ
て
は
、
電
源
確
保
が
可
能
な
避
難

所
）
へ
の
避
難
に
つ
い
て
も
計
画
の
中
で
明
ら
か
に

し
て
く
だ
さ
い
。

 

回
答 

（
内
閣
府
）

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
お
い
て
は
、
自
宅
で
の
死

者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
る
な
ど
、
近
年
の
災
害
に

お
け
る
高
齢
者
等
の
被
災
状
況
を
踏
ま
え
、
現
在
、

内
閣
府
に
お
い
て
有
識
者
会
議
注
を
開
催
し
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
災
害
時
の
避
難
に
困
難
を
抱
え
る

方
々
の
避
難
の
実
効
性
を
高
め
る
方
策
に
つ
い
て
御

議
論
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
注 

令
和
元
年
台
風
19
号
を
踏
ま
え
た
高
齢
者
等
の
避
難

に
関
す
る
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
中
間
と
り

ま
と
め
」
公
表　

10
月
28
日

　

10
月
に
公
表
し
た
有
識
者
会
議
の
中
間
と
り
ま
と

め
に
お
い
て
は
、

・ 

個
別
計
画
策
定
の
業
務
に
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

福
祉
専
門
職
の
参
画
を
得
る
こ
と
が
重
要

・ 

害
の
あ
る
方
な
ど
に
つ
い
て
、
平
素
か
ら
利
用
し

て
い
る
施
設
へ
直
接
に
避
難
し
た
い
と
の
声
が
あ

る
・ 

地
区
防
災
計
画
や
個
別
計
画
等
の
策
定
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
、
調
整
を
行
い
、
直
接
の
避
難
が
で
き

る
よ
う
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

・ 

個
別
計
画
の
対
象
と
す
る
内
容
と
し
て
は
、
避
難

先
、
支
援
方
法
、
持
ち
出
し
品
等

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

先
日
、
12
月
1
日
に
開
催
し
た
第
7
回
会
合
に
お

い
て
は
、
個
別
計
画
を
策
定
す
る
際
、
自
家
発
電
装

置
や
非
常
用
電
源
設
備
の
保
有
状
況
も
踏
ま
え
、
避

難
先
を
決
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
事
例
も
御
紹
介
し

た
と
こ
ろ
。

　

今
後
、
有
識
者
会
議
の
御
議
論
も
踏
ま
え
、
個
別

計
画
の
策
定
の
促
進
の
た
め
、
災
害
対
策
基
本
法
の

見
直
し
の
検
討
を
進
め
、
個
別
計
画
策
定
の
取
組
を

一
層
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

 

回
答 

（
厚
生
労
働
省　

障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）

　

避
難
時
の
配
慮
事
項
等
を
記
載
す
る
個
別
支
援
計

画
に
つ
い
て
は
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行

動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
（
平
成
25
年
８
月
内
閣

府
（
防
災
担
当
））」
に
お
い
て
、
市
区
町
村
が
主
体

と
な
り
個
別
に
避
難
行
動
要
支
援
者
と
具
体
的
な
打

合
せ
を
行
い
な
が
ら
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
相
談
支
援
専
門
員
が
作
成
す
る
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
令
に
お
い
て
、

・ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談
支
援
の
種
類
、

内
容
、 

量
及
び
日
時
並
び
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又

は
地
域
相
談
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項

・ 

提
供
さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談

支
援
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期

等
と
さ
れ
て
お
り
、 

具
体
的
な
避
難
方
法
等
に
つ
い
て

記
載
す
る
個
別
計
画
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
個
別
計
画
や
福
祉
避
難
所
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、現
在
、内
閣
府
が
開
催
し
当
課
も
参
画
し

て
い
る
「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
等
を
踏
ま
え
た
高

齢
者
等
の
避
難
に
関
す
る
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
に
お
い
て
検
討
し
、
令
和
２
年
10
月
に
中
間
と

り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
更
に
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
仮
設
住
宅

　

災
害
救
助
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
仮
設
住
宅
の
標

準
基
準
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
で
規
定
し
供
給
で
き

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。　

 

回
答 

　

災
害
時
の
応
急
的
な
住
ま
い
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
等
の
特
段
の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
応

急
仮
設
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
こ
と

は
重
要
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
用
に
配
慮

し
た
住
宅
の
仕
様
は
誰
に
と
っ
て
も
利
用
し
や
す
い

こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー（
物
理
的
障

壁
の
除
去
さ
れ
た
）
仕
様
と
な
る
よ
う
周
知
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
段
差
解
消
の
為
の
ス
ロ
ー
プ
や
生
活
援
助

員
室
を
設
置
す
る
な
ど
、
高
齢
者
で
あ
っ
て
日
常
の

生
活
上
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
複
数
の
者
を
入
居
さ

せ
る
応
急
仮
設
住
宅
（
福
祉
仮
設
住
宅
）
を
設
置
す

る
こ
と
も
可
能
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
、
令
和
元
年
台
風
19
号
な
ど
の
災
害

に
お
い
て
も
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
各
自
治
体
と
連
携
し
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
々
等
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
災
害

時
の
住
ま
い
の
確
保
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
図
ら
れ
る

よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

	

以
上

　

令
和
2
年
11
月
4
日

一
般
社
団
法
人
全
国
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
連
合
会
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公
益
財
団
法
人
J
K
A
で
は
、
競
輪
＆
オ

ー
ト
レ
ー
ス
の
補
助
事
業
と
し
て
様
々
な
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
る
補
助
事
業
対
象
の
一

つ
と
し
て
、
福
祉
課
題
を
地
域
で
取
り
込
ん

で
い
く
活
動
や
、
医
療
、
介
護
な
ど
様
々
な

分
野
が
連
携
で
き
る
取
り
組
み
、
児
童
、
高

齢
者
、
障
害
者
を
地
域
の
中
で
結
び
付
け
共

生
で
き
る
社
会
を
目
指
す
活
動
を
支
援
す
る

「
社
会
福
祉
の
増
進
」
事
業
が
あ
る
。

　

全
肢
連
で
は
そ
の
中
の
、
障
害
者
社
会
参

加
、
自
立
を
支
援
す
る
活
動
及
び
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
活
動
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
等
、
障
害
者
が
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

た
め
に
日
々
取
り
組
む
活
動
を
支
援
す
る

「
障
害
の
あ
る
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

創
る
活
動
」
と
し
て
事
業
の
補
助
の
交
付
を

受
け
て
い
る
。
令
和
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
全
国
で
2
カ
所
の
開
催

と
な
っ
た
。
肢
体
不
自
由
児
者
へ
の
合
理
的

配
慮
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
・
個
別
支
援
計
画
の

立
て
方
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
た
。

地
域
指
導
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

開
催
場
所

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
（
札
幌
市
）

会
場
：
か
で
る
2
．
7

開
催
日
時
：
10
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
石
川
県
）

会
場
：
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

開
催
日
時
：
10
月
31
日
㈯
～
11
月
１
日
㈰

開
催
概
要

　

障
害
者
総
合
支
援
法
の
諸
シ
ス
テ
ム
が
短

期
間
に
整
っ
た
た
め
、
そ
の
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
、
措
置
か
ら
契
約
へ
の
変
化
に
対
応
で
き

な
い
ま
ま
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
、
個
別
支

援
計
画
の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
医
療

的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
者
の
繋
げ
方
、
親

の
高
齢
化
に
伴
う
支
援
力
の
低
下
に
よ
る
在

宅
サ
ー
ビ
ス
力
の
低
下
等
の
課
題
を
含
め
て
、

権
利
擁
護
の
視
点
か
ら
障
害
児
者
の
Q
O
L

の
向
上
を
促
す
の
が
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

で
あ
り
個
別
支
援
計
画
だ
が
、
決
定
さ
れ
た

受
給
量
は
支
援
区
分
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

は
当
然
と
し
て
、
同
じ
支
援
区
分
で
あ
っ
て

も
家
庭
や
家
族
構
成
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
時

間
は
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
決
定
す
る

も
の
で
す
が
、
医
療
・
療
育
な
ど
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
地
域
内
（
身
近
）
に
あ
る
こ
と
も

条
件
で
す
。
現
状
で
は
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
を
立
て
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
相
談

支
援
員
の
方
で
す
が
、
本
来
は
利
用
者
・
保

護
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
自
ら
決
定
す

る
「
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
」
を
つ
く
り
、
そ
れ
に

基
づ
き
相
談
支
援
事
業
所
（
相
談
支
援
員
）

が
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
方
法
も
重
要
な
視
点
で
す
。

　

加
え
て
災
害
時
の
対
応
で
す
が
、
近
年
の

災
害
は
地
震
に
限
ら
ず
、台
風
、長
雨
な
ど
市

街
地
に
ま
で
全
国
各
地
域
に
風
水
害
等
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
、
緊
急
時
は
「
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
そ
の
た
め
に
、
災

害
時
の
た
だ
ち
に
対
応
で
き
る
個
別
支
援
計

画
を
立
て
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
本
セ
ミ

ナ
ー
で
研
修
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
と
個

別
支
援
計
画
の
考
え
」
＆
「
災
害
時
対
応

の
個
別
支
援
計
画
は
立
て
て
い
ま
す
か
」

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
と
個
別
支
援
計
画

　

平
成
24
年
４
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法

（
現
・
障
害
者
総
合
支
援
法
）・
児
童
福
祉
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

障
害
児
通
所
支
援
の
支
給
決
定
に
際
し
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
人
に
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画（
又
は
障
害
児
支
援
利
用
計
画
）

を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
と
個
別
支
援
計
画
の

関
係
性

⃝
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

　

総
合
的
な
援
助
方
針
や
解
決
す
べ
き
課
題

を
踏
ま
え
、
最
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
組
み

合
わ
せ
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
相
談
支
援
専

門
員
が
作
成
す
る
本
人
の
総
合
的
な
支
援
計

画
。

⃝
個
別
支
援
計
画

　

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
踏
ま
え
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
所
が
提
供
す
る
サ
ー

競
輪
と
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
補
助
事
業
報
告
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⃝申請から給付までの手続き⃝
1 本人 お住いの市区町村の自治体に利用申請する

2 本人
自治体 自治体からヒアリング

3 本人
指定特定相談支援事業所 指定特定相談支援事業所との契約

4 指定特定相談支援事業所 サービス等利用計画を作成　自治体への提出
5 自治体 ヒアリング結果と、サービス等利用計画案の内容を自治体で審査
6 暫定支給が決定 サービス等利用計画→個別支援計画を作成することができる

7 本人
障害福祉サービス事業所

個別支援計画の作成と契約
→この時点でサービスの利用を開始できる。

8
本人
相談支援事業所
障害福祉サービス事業所

本人と障害福祉サービス事業所等の支援関係を交え担当者会議を開催しサービス等利用計画書
を作成
自治体に提出

9 本支給が決定

ビ
ス
の
適
切
な
支
援
内
容
等
を
検
討
し
、
作

成
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
具
体
的
な
支
援

計
画
。

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
利
用
す
る
利
点
は
？

・
専
門
家
で
あ
る
相
談
支
援
事
業
者
の
相
談

支
援
専
門
員
か
ら
、
第
三
者
的
な
視
点
に

基
づ
い
て
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合

わ
せ
や
選
択
肢
拡
大
の
提
案
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
当
事
者
・
保
護
者
確
認
の
も
と
、
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
を
関
係
者
に
提
示
し
、
関

係
者
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
体
的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
用
者
・
保
護
者
・
支
援
者
の
声

・
町
村
役
場
で
は
介
護
の
専
門
職
は
い
る
が

障
害
福
祉
で
は
制
度
規
則
の
理
解
も
十
分

で
な
い
。
専
門
職
の
配
置
が
必
要
。　
　
　
　
　
　

・
相
談
支
援
事
業
所
は
障
害
児
者
と
の
面
識

が
薄
く
、
障
害
児
者
の
日
常
生
活
の
把
握

や
ニ
ー
ズ
を
熟
知
し
て
い
な
い
場
合
が
あ

る
。

・
当
事
者
や
保
護
者
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

・
今
ま
で
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
な
の
で
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

・
重
度
障
害
児
者
に
対
応
で
き
な
い
専
門
的

な
相
談
支
援
事
業
所
（
相
談
支
援
員
）
が

い
な
い
等
地
域
間
格
差
を
示
し
て
い
る
。

支
援
計
画
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

・
日
常
生
活
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
受
給
量

と
内
容
を
選
択
す
る
。

・
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
立
案
、
承
認
後

個
別
支
援
計
画
を
確
定
す
る
。

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
見
直
す
と
こ
ろ
は
見
直

し
て
日
々
の
生
活
を
お
く
る
。

・
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
合
理
的
配
慮
に
基

づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
が
作
ら
た

か
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
に　

基

づ
い
て
、
内
容
、
受
給
量
を
決
め
て
自
治

体
に
提
出
、
審
査
を
受
け
る
。
個
別
支
援

計
画
を
作
成
し
、
居
宅
・
Ｇ
Ｈ
な
ど
生
活

を
お
く
る
。

・
現
在
の
個
別
支
援
計
画
で
不
都
合
な
点
は

な
い
か
。

　

全
肢
連
で
昨
年
末
か
ら
本
年
に
か
け
、
障

害
児
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
そ
の
調
査
内
容
か
ら
今
回
の
地

域
指
導
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
か
か
わ
る
点
に

つ
い
て
以
下
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

全
国
心
身
障
害
児
財
団
助
成
事

相
談
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

　

相
談
事
業
の
回
答
か
ら
得
ら
れ
た
、
回
答

は
、サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
く
て
も
事
業
所
が
な

い
、
分
か
ら
な
い
等
、
当
事
者
及
び
家
族
・

保
護
者
の
方
の
、
今
後
の
肢
体
不
自
由
児
者

（
重
度
障
害
児
者
）の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
を
策
定
す
る
時
に
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
・
種
類
、
時
間
数
な
ど
の
利
用
・
使
用
に

関
し
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
て
い
る

の
か
改
善
を
求
め
る
声
や
地
域
格
差
が
あ
る

点
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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図
1
に
示
し
た
通
り
、
内
容
は
、「
サ
ー
ビ

ス
」、「
医
療
」、「
生
活
の
場
」、「
将
来
」、「
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
」、「
人
材
」、「
権
利
擁
護
」、

「
災
害
」
の
順
で
あ
っ
た
。「
サ
ー
ビ
ス
」
に

つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
移
動
に
関
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
の
他
「
報
酬
単

価
」
と
「
介
護
」
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ

た
。「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」
で
は
、
様
々
な
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
子
ど
も
を
持
つ
会

員
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
、「
医
療

的
ケ
ア
」、「
重
度
訪
問
・
介
護
」
に
関
す
る

相
談
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
回
数
に
つ
い
て
も

不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

・
重
度
障
害
児
者
受
け
入
れ
事
業
所
・
放
課

後
デ
イ
が
少
な
い

・
事
業
所
が
分
か
ら
な
い
。
相
談
室
の
利
用

方
が
分
か
ら
な
い
。

・
個
別
支
援
計
画
の
立
て
方
に
つ
い
て
、
入

浴
等
の
利
用
回
数
、

・
移
動
支
援
（
他
の
市
と
内
容
・
回
数
が
違

う
）（
外
出
時
の
使
い
方
）（
同
性
介
助
）

【
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
・
補
装
具
】

・
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
児
者
の
増
加
、
対

応
で
き
る
医
療
機
関
・
事
業
所
が
な
い
。　

・
重
心
に
慣
れ
た
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
・
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
探
せ
な
い
。

・
リ
ハ
ビ
リ
、
18
歳
で
打
ち
切
ら
れ
る
、
加

齢
に
応
じ
て
継
続
し
て
受
け
た
い
。

・
身
体
機
能
の
維
持
と
正
し
い
姿
勢
の
意
識

付
け
、
Ｏ
Ｔ
と
連
携
し
た
リ
ハ
ビ
リ
。

・
通
学
中
は
車
い
す
・
座
位
保
持
い
す
と
作

れ
た
が
卒
後
は
認
め
ら
れ
な
い
、カ
ー
シ
ー

ト
は
自
家
用
車
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
利
用

し
て
い
る
が
公
費
で
１
つ
し
か
認
め
ら
れ

な
い
。

【
生
活
の
場
】

・
共
同
生
活
援
助
施
設
（
Ｇ
Ｈ
）
80
％
・
入

所
施
設
20
％
の
希
望
が
あ
る
が
施
設
が
圧

倒
的
に
少
な
い
。

・
親
子
同
居
の
施
設
が
欲
し
い
、
短
期
入
所

を
体
験
し
た
い
。

・	

親
が
高
齢
に
な
り
収
入
減
・
障
害
年
金

　
（
1
級
9
7
7
、1
2
5
円
／
年
、
2
級

7
8
1
、7
0
0
円
／
年
）
で
は
不
安
、
Ｇ

Ｈ
は
家
賃
1
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が

増
額
し
て
ほ
し
い
。

【
将
来
】

・
障
害
児
へ
の
対
応
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
く
将
来
が
不
安
、
将
来
に
向
け
自
立
し

た
生
活
の
目
標
設
定
が
で
き
な
い
。

・
二
次
障
害
が
不
安
、
親
の
高
齢
化
・
親
亡

き
後
自
立
で
き
る
か
金
銭
面
・
生
活
面
が

不
安
。

・
高
等
部
卒
業
後
の
進
路
が
難
し
い
。
自
立

生
活
が
で
き
る
の
か
。

8件
（17%）

24件
（50%）16件

（33%）

将来　　進路　　就労

図1：ショートステイ

8件
（40%）

12件
（60%）

成年後見制度　　相談

図1：権利擁護

43件
（100%）

ショートステイ

図1：将来

48件（9%）

61件（11%）

56件（11%）

147件
（28%）

20件（4%）

43件（8%）

17件（3%）
98件
（18%）

将来　　医療　　生活の場　　ショートスティ　　サービス
権利擁護　　人材　　災害　　その他

全体

43件（8%）

【図 1】

5件
（8%）

39件
（64%）

17件
（28%）

医療　　リハビリ　　補装具

図1：医療
3件（2%） 3件（2%）

83件
（57%）

58件
（39%）

サービス内容　　移動　　報酬単価　　介護

図1：サービス

56件
（100%）

グループホーム

図1：生活の場
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83件
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58件
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図1：サービス

56件
（100%）

グループホーム

図1：生活の場

5件
（8%）

39件
（64%）

17件
（28%）

医療　　リハビリ　　補装具

図1：医療
3件（2%） 3件（2%）

83件
（57%）

58件
（39%）

サービス内容　　移動　　報酬単価　　介護

図1：サービス

56件
（100%）

グループホーム

図1：生活の場
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利
用
し
て
い
る
（
居
宅
介
護
）
実
際
の

支
援
量
に
つ
い
て

52件
（11%）

242件
（53%）

166件
（36%）

受けている　　受けていない　　無回答

134件
（55%）49件

（20%）

59件
（25%）

計画に比べ実際の支援時間が短い
個別計画・実際利用料が同じ
無回答

居宅介護を受けている方 自宅で居宅介護を受けていますか
52件
（11%）

242件
（53%）

166件
（36%）

受けている　　受けていない　　無回答

134件
（55%）49件

（20%）

59件
（25%）

計画に比べ実際の支援時間が短い
個別計画・実際利用料が同じ
無回答

居宅介護を受けている方 自宅で居宅介護を受けていますか

87件
（52%）

12件（7%）1件（1%）

1件（1%）

1件（1%）

1件（1%）
1件（1%）

2件（1%）
5件（3%）

23件
（14%）

9件（5%）

17件
（10%）

6件（4%）

①　　②　　③　　④　　⑤
⑥　　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
⑪　　⑫　　⑬　　

⃝居宅介護を受けていない方
 1.  利用していない理由

① 必要ない（家族介護で可能）
② 適当なヘルパー、事業所がない
③ 重度脳性麻痺者介護人派遣事業介護手当を受給
④ 抵抗がある。（自宅に他人が入ること等）
⑤ 自宅（本人の部屋）をバリアフリーに改装した
⑥ 生活介護とショートステイ等の支援で生活できる
⑦ 医療的ケアがあるから。本人の体力がなくサービスの利用にいたっていない。
⑧ 家族が入院した時など緊急時の時のために、申請のみしている。
⑨ 以前は受けていたがトラブルあり
⑩ 親の体調不良等、特別な理由がないと市から居宅介護支援を受ける許可がおりない。
⑪ グループホーム等入所した
⑫ 無回答
⑬ その他

16件
（7%）

188件
（77%）

40件
（16%）

十分である　　十分ではない　　無回答

16件
（40%）

14件
（35%）

10件
（25%）

計画に比べ実際の支援時間が短い
個別計画・実際利用量が同じ
無回答

十分ではない 全体評価（支援を受けている方）
16件
（7%）

188件
（77%）

40件
（16%）

十分である　　十分ではない　　無回答

16件
（40%）

14件
（35%）

10件
（25%）

計画に比べ実際の支援時間が短い
個別計画・実際利用量が同じ
無回答

十分ではない 全体評価（支援を受けている方）

8件
（17%）

24件
（50%）16件

（33%）

将来　　進路　　就労

図1：ショートステイ

8件
（40%）

12件
（60%）

成年後見制度　　相談

図1：権利擁護

43件
（100%）

ショートステイ

図1：将来

【
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】

・
地
域
に
お
け
る
、
重
度
障
害
児
者
・
医
療

的
ケ
ア
対
応
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
な
い
。

遠
距
離
に
な
り
結
果
、
病
院
等
に
検
査
入

院
と
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
高
齢

者
施
設
の
利
用
も
促
進
し
て
ほ
し
い
等
。

【
人
材
】

・
全
般
的
に
担
う
人
材
・
特
に
看
護
師
等
専

門
職
が
不
足
。
重
度
・
医
療
的
ケ
ア
に
つ

い
て
学
ぶ
研
修
の
強
化
が
必
要
等
。

日
本
財
団
共
同
生
活
援
助
・
助
成
事
業

重
度
障
害
者（
医
療
的
ケ
ア
を
含
む
）居
宅
・

Ｇ
Ｈ
で
生
活
し
て
い
る
方
の
外
部
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
状
況
・
時
間
数
の
調
査
及
び
今
後
希

望
す
る
住
ま
い
の
在
り
方
に
つ
い
て
を
調
査

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
ど
う
で
あ

る
か

・
今
後
、
希
望
す
る
住
居
は
ど
の
よ
う
な
生

活
形
態
か

98件
（18%）

人材

図1：人材

43件（100%）
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今
後
、
障
害
者
ご
本
人
が
希
望
す
る
住
居

① グループホーム
② サテライト
③ 入所施設
④  公営住宅等で 

一人暮らし
⑤ 共同住宅
⑥ 実家住まい
⑦ その他
⑧ 無回答

105件
（23%）

133件
（29%）

15件（3%）

152件
（33%）

26件
（5%）

18件
（4%）

9件（2%）

3件（1%）

①　  ②  　③  　④  　⑤  　⑥  　⑦  　⑧

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/service/naiyou.html

「
今
日
ま
で
積
み
残
し
て
き
た
移
動
支
援
に

つ
い
て
」
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
い
く
た

め
の
課
題
及
び
対
処

①
移
動
支
援
の
定
義
は
、
社
会
参
加
の
た
め

の
外
出
の
移
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
外
出
先

で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
重
度
訪
問
介
護

は
可
能
で
す
。
移
動
支
援
は
支
援
区
分
に

こ
だ
わ
ら
ず
利
用
が
可
能
な
制
度
と
な
る

事
が
必
要
で
す
。

②
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
「
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
普
通
に
暮
ら
し
、
社
会
参

加
・
貢
献
す
る
こ
と
」
が
共
生
社
会
で
す
。

希
望
す
る
地
域
で
学
業
に
励
み
、
額
に
汗

し
て
働
く
機
会
を
認
め
て
い
な
い
の
が
現

状
の
姿
で
あ
り
ま
す
。
教
育
・
労
働
そ
れ

ぞ
れ
の
省
庁
で
、「
実
情
に
鑑
み
た
」
制
度

と
な
る
事
が
肝
心
で
す
。

所
得
補
償
と
し
て
の
障
害
年
金
に
つ
い
て

　

障
害
が
あ
っ
て
も
自
立
し
て
生
活
を
す
る

た
め
に
は
、
就
労
の
場
と
安
定
し
た
収
入
が

必
要
で
あ
る
。
障
害
者
年
金
増
額
は
も
と
よ

り
生
活
面
で
安
定
で
き
る
所
得
政
策
を
立
て

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

時
間
数
十
分
で
な
い
方
で
増
や
し
た
い
支
援

① 入浴支援（複数介助希望含む）
② 見守り
③  移動支援（外出、通院、買い物

等含む）
④  身体介助（医ケア、全介助、 

複数介助含む）
⑤ 食事支援
⑥ 排泄支援
⑦  家事支援、行動援護、 

ショートステイ等
⑧ その他
⑨ 無回答

9件
（22%）

6件
（15%）

6件
（15%） 7件

（17%）
1件（2%）

2件（5%）

3件（8%）
3件（8%）

3件（8%）

①　　②　　③　　④　　⑤
⑥　　⑦　　⑧　　⑨　　　
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1 居宅介護
　対象者：障害者支援区分 1 以上の障害者（障害児は区分なし）
　①障害者 （時間/月）

世帯状況（注） 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6
単身世帯 2 25 35 43 55 73 92
単身世帯 1 20 28 35 45 60 76
同居世帯 15 22 27 35 47 60

※単身世帯 2 障害者 1 人暮らし　単身世帯 1 別居の介助者有

②障害児
支援量の目安

家事援助
あわせて 30 時間/月（1 日で 1 時間）

身体介護

2 重度訪問介護
　対象者： 重度の肢体不自由者又は重度の知的障害者若しくは精神障害により行動上著しい

困難を有する障害者であって、常時介護を、要する者（障害支援区分 4 以上）
 （時間/月）

区分 4 区分 5 区分 6-1
（一般）

区分 6-2
（重度）

単身世帯 1.2 124 155 186 279
（重度包括支援）

同居世帯 100 124 149 224

区分 6-1 は、下記区分 6-2 に該当しない人
区分 6-2 は、重度障害者等包括支援対象者

3 重度障害者等包括支援
　対象者： 障害支援区分6に該当する者のうち、一定の要件に該当する重度障害者（意思疎

通に著しい困難を有する者であって、次のいずれかに該当する者筋ジストロフィ
ー、脊椎損傷、ALS （筋萎縮性側索硬化症・遷延性意識障害、重度心身障碍者）

支給量
単身 1.2

279/月（1 日 9 時間位）
同居世帯

令
和
三
年
度
に
、
国
の
「
第
6
期
障
害
福
祉

計
画
・
第
2
期
障
害
児
福
祉
計
画
」、
都
道
府

県
、
自
治
体
も
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
福
祉
予
算
は
平
成
18
年
の
障
害
者
自

立
支
援
法
か
ら
３
倍
と
な
り
毎
年
10
％
の
伸

び
を
示
し
て
い
る
と
サ
ー
ビ
ス
の
軽
減
を
示

唆
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
障

害
福
祉
政
策
は
措
置
～
支
援
費
制
度
～
自
立

支
援
法
～
総
合
支
援
法
ま
で
平
成
15
年
以
来
、

今
日
に
至
る
ま
で
一
度
も
実
態
に
沿
っ
た
サ

ー
ビ
ス
量
、
療
育
・
生
活
に
係
る
費
用
の
総

量
を
算
出
し
て
い
ま
せ
ん
。　
　

　

障
害
福
祉
に
係
る
療
育
・
サ
ー
ビ
ス
関
連

予
算
は
必
要
額
を
積
算
し
て
自
助
共
助
公
助

の
在
り
方
に
基
づ
い
て
施
策
推
進
す
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。
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・
家
族
等
の
避
難
支
援
が
得
ら
れ
な
い
者
や

家
族
だ
け
で
は
避
難
が
困
難
な
者
に
対
し
、

個
人
の
具
体
的
な
避
難
支
援
方
法
等
の
計

画
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
一
人
ひ
と
り
に
つ

い
て
、
本
人
や
そ
の
家
族
を
交
え
て
災
害

発
生
時
の
情
報
伝
達
か
ら
避
難
所
等
へ
の

誘
導
ま
で
、
一
連
の
活
動 

を
想
定
し
た
具

体
的
な
個
別
支
援
計
画
を
自
ら
が
作
成
す

る
。

・
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
個
別
支
援
計
画
）

作
成
と
は 

避
難
行
動
要
支
援
者
の
身
体

状
況
や
生
活
状
況
、
家
族
状
況
等
を
よ
く

知
っ
て
い
る
、
介
護
支
援
専
門
員 

（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
や
相
談
支
援
専
門
員
で

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作
成
す

る
と
き
に
同
時
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

災
害
時
に
避
難
計
画
（
個
人
別
支
援
計
画
）

を
作
っ
て
い
る
市
町
村
は
全
国
で
12
％
!!

・
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し

い
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
、
避
難
手
順

を
定
め
た
個
人
別
の
支
援
計
画
を
全
員
分

策
定
し
て
い
る
市
区
町
村
は
12
・
1
％
に

と
ど
ま
る
こ
と
が
2
0
1
9
年
11
月
13
日
、

総
務
省
消
防
庁
の
集
計
で
分
か
っ
た
。　

昨
年
の
台
風
19
号
で
は
死
者
の
多
く
を
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
た
。
効
率
的
な

避
難
に
つ
な
げ
る
た
め
、
消
防
庁
や
内
閣

府
は
早
期
の
作
成
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

・
消
防
庁
が
2
0
1
9
年
6
月
時
点
の
状
況

を
調
べ
た
。
一
部
の
要
支
援
者
を
対
象
に

個
別
計
画
を
作
成
し
て
い
る
の
は
50
・

1
％
、
全
く
作
成
し
て
い
な
い
の
は
37
・

8
％
だ
っ
た
。

・
平
成
25
年
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
よ

り
、
市
区
町
村
に
は
自
力
避
難
が
難
し
い

高
齢
者
や
障
害
者
の
名
簿
を
作
成
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
消
防
庁
に
よ
る

と
、
市
区
町
村
の
98
・
9
％
が
名
簿
を
作

成
し
て
い
る
。

・
個
別
の
支
援
計
画
は
名
簿
に
基
づ
き
、
自

治
会
や
民
生
委
員
ら
と
連
携
し
て
作
成
す

る
。
た
だ
、
個
人
情
報
を
地
域
で
共
有
す

る
こ
と
に
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
、
作
成
が
進
ん
で
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。

個
別
支
援
計
画
作
成
に
向
け「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
と
責
務

【
共
助
】

・
個
別
支
援
計
画
は
、
要
援
護
者
又
は
そ
の

家
族
と
、
自
主
防
災
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
が
地
区
内
の
支
援
者
、
福
祉
専
門
職

等
が
協
力
し
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。

【
自
助
】

・
支
援
者
本
人
と
そ
の
家
族
の
安
全
が
図
れ

て
か
ら
、
支
援
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
要
援
護
者
及
び
そ
の
家
族
に
理

解
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
個
別
支
援
計
画
の
原
本
は
、
自
主
防
災
会

が
保
管
し
、
副
本
を
本
人
又
は
そ
の
家
族
、

災
害
時
擁
護
者
の
個
別
支
援
計
画
作
成

の
必
要
性

災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

具
体
的
に
風
水
害
や
大
地
震
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
時
に
、
必
要
な
情
報
を
迅
速
か

つ
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
や
自
分
や
家
族
の

力
だ
け
で
は
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
ま
た
、
避
難
で
き
て
も
避
難

所
で
の
生
活
に
お
い
て
大
き
な
困
難
が
あ
る

な
ど
、
ま
わ
り
の
人
の
手
助
け
や
、
特
別
な

配
慮
が
必
要
な
人
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
外

国
籍
市
民
、
乳
幼
児
、
妊
婦
等
が
災
害
時
要

援
護
者
に
あ
た
る
。

・
移
動
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

・
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
や
発
信
す
る
こ
と

が
困
難
な
人

・
急
激
な
状
況
の
変
化
に
対
応
が
困
難
な
人

・
薬
や
医
療
装
置
が
常
に
必
要
な
人

・
日
常
生
活
上
介
助
が
必
要
な
人

・
精
神
的
に
著
し
く
不
安
定
な
状
況
を
き
た

す
人

・
言
語
、
文
化
、
生
活
習
慣
へ
の
配
慮
が
必

要
な
人
な
ど

災
害
時
避
難
計
画
＆
個
別
計
画
は
つ
く
ら
れ

て
い
る
か

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち
避
難
計
画
の

策
定
は
市
町
村
で
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
の

が
現
在
の
状
況
で
す
。

地
区
の
支
援
者
、
福
祉
専
門
職
が
保
管
し

共
有
し
ま
す
。

【
公
助
】

・
市
は
、
福
祉
専
門
職
か
ら
提
出
を
受
け
、

保
管
し
ま
す
。

災
害
時
個
別
計
画
で
想
定
す
る
こ
と

〇
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
、新
し
い
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
常
に
確
認
し
避
難
時
を
想
定

す
る
。

〇
浸
水
地
域
な
ら
ば
早
め
の
避
難
が
必
要
。

河
川
の
側
で
は
な
く
て
も
窪
地
か
ど
う
か

も
確
認
す
る
。

〇
避
難
先
を
事
前
に
想
定
し
て
確
保
す
る
。

（
公
共
の
避
難
先
、
親
族
・
友
人
の
避
難

先
）

〇
避
難
せ
ず
、
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
を
想
定

す
る
場
合
、
最
低
3
日
間
の
備
蓄
品
は
準

備
し
て
お
く
。

〇
備
蓄
品
チ
ェ
ッ
ク
（
医
療
機
器
・
療
養
必

需
品
・
薬
剤
）

〇
避
難
先
・
自
宅
を
問
わ
ず
、
電
源
の
確
保

（
多
く
の
方
法
を
試
し
考
え
て
お
く
）

・
災
害
時
個
別
計
画
は
既
存
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
個
別
支
援
計
画

に
盛
り
込
ん
で
作
成
す
る
こ
と
で
、
当
事

者
・
家
族
・
支
援
者
が
日
頃
か
ら
共
有
す

る
。

・
必
ず
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
。
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9
月
12
日
㈯
～
9
月
13
日
㈰
に
石
川
県
立

青
年
の
家
で
療
育
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

毎
年
開
催
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
県
外
の

講
師
の
先
生
は
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
、

参
加
人
数
も
最
小
限
で
し
た
。
密
を
避
け
て

消
毒
な
ど
の
衛
生
面
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、

障
が
い
児
者
た
ち
が
疲
弊
し
た
心
と
体
を
少

し
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

内
容
と
成
果

身
体
や
動
作
の
偏
り
、
動
き
の
動
作
感
、

将
来
の
こ
と
等
に
つ
い
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
は
日
常
で
緊
張
を
感
じ
る
場
面
が

あ
り
、
自
分
の
思
い
が
人
に
伝
わ
ら
な
か
っ

た
り
、
初
め
て
の
こ
と
で
不
安
に
な
り
こ
こ

ろ
の
緊
張
感
は
身
体
を
通
し
て
表
面
化
し
ま

す
。
そ
の
緊
張
を
自
分
で
気
づ
き
過
緊
張
状

態
を
味
わ
い
ゆ
っ
く
り
と
緊
張
を
開
放
し
て

い
き
ま
す
。
緊
張
の
ゆ
る
み
に
注
意
を
し
な

が
ら
楽
に
な
っ
た
身
体
を
実
感
す
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
身
体
の
動
作
を
整
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
動
作
の
安
定
性
を
促
し
、
主
体
的
活

動
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
り
、緊
張
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
で
情
緒
の
安
定
を
促
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
と
い
う
内
容
で
障

が
い
者
向
け
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
一
歩
を
踏
み
出
す
大
切
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
想

令
和
2
年
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

�

吉
村
雪
子
さ
ん

コ
ロ
ナ
渦
の
中
で
企
画
し
て
頂
き
、
開
催

ま
で
の
ご
苦
労
に
よ
っ
て
、
当
日
が
迎
え
ら

れ
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
、
感
謝

い
た
し
ま
す
。

中
野
先
生
の
リ
モ
ー
ト
で
の
ご
指
導
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
半

年
訓
練
か
ら
遠
の
き
、
月
３
回
プ
ー
ル
の
水

中
歩
行
も
で
き
な
く
な
り
、
約
１
ヶ
月
で
、

脹
脛
の
筋
肉
が
落
ち
、
駄
菓
子
屋
の
開
店
準

備
等
で
家
か
ら
店
先
の
階
段
が
つ
ら
く
な
り
、

椅
子
へ
の
移
乗
や
、
車
の
運
転
席
へ
の
乗
り

降
り
に
も
、
か
な
り
影
響
が
で
て
お
り
ま
し

た
。そ

ん
な
中
、
あ
ゆ
み
の
皆
さ
ん
も
ど
う
さ

れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
に
、
影
響
が
出
ら
れ

て
る
か
、
心
配
で
し
た
が
、
当
日
皆
さ
ん
の

お
元
気
そ
う
な
様
子
に
、
ほ
っ
と
し
た
の
と
、

お
母
様
方
の
日
常
の
た
ゆ
ま
ぬ
、
お
家
で
の

訓
練
の
フ
ォ
ロ
ー
と
努
力
が
あ
り
皆
さ
ん
が

お
元
気
で
、
身
体
の
維
持
が
保
た
れ
て
お
ら

れ
た
こ
と
に
気
付
き
お
母
さ
ん
方
の
力
の
す

ご
さ
！

初
め
て
の
、
中
野
先
生
の
リ
モ
ー
ト
で
の

イ
ン
テ
イ
ク
、
お
一
人
目
の
松
本
さ
ん
身
体

の
変
化
に
驚
き
ま
し
た
。
あ
ぐ
ら
の
姿
勢
や

体
の
傾
き
が
、
見
る
見
る
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
ね
。

リ
モ
ー
ト
指
導
に
当
た
り
、
事
前
の
自
分

の
体
の
課
題
を
聞
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。私

は
、

1 

、
右
肩
甲
骨
か
ら
の
右
腕
全
部
が
2
、
3

ヶ
月
痛
み
が
、
ひ
ど
く
、
軽
減
で
き
る
方

法
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

2
、
脹
脛
の
筋
肉
低
下
の
改
善

　
（ 

先
週
の
血
液
検
査
で
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候

群
の
値
が
出
て
普
段
正
座
過
ご
す
た
め

と
医
師
よ
り
指
摘
有
り
、
そ
の
こ
と
も
う

か
が
い
ま
し
た
。）

中
野
先
生
の
指
導
で
、
島
野
さ
ん
に
肩
甲

骨
下
に
手
を
当
て
て
い
た
だ
き
、
下
方
向
に

押
し
て
い
た
だ
き
、
緩
め
て
い
た
だ
け
た
こ

と
で
、
肩
甲
骨
周
り
だ
け
で
な
く
、
胸
の
周

り
が
楽
に
な
り
、
呼
吸
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
す
る
方
法
と
し
て
、
座
位
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
で
、
背
中
周
り
の
張
り
も
改
善

さ
れ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
の
脹
脛
の
件
は
、
足

首
を
動
か
す
こ
と
が
大
事
で
、
椅
子
に
座
っ

て
す
る
方
法
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

正
座
で
店
番
し
て
ま
し
た
が
、
よ
く
自
治

か
ら
椅
子
を
置
い
て
み
ま
し
た
。

日
常
の
生
活
の
中
で
の
、
積
み
重
ね
が
、

良
い
ほ
う
に
、
も
っ
て
い
か
ね
ば
と
、
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

人
形
劇
で
の
深
い
想
い
に
、
胸
が
熱
く
な

競
輪
と
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
補
助
事
業

療
育
キ
ャ
ン
プ （
１
泊
２
日
）
石
川
県
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り
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
自
立
へ
の
意
味
合

い
。
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
、
い
っ
ぱ
い
、
お
母

さ
ん
方
、
何
役
も
こ
な
さ
れ
、
感
謝
し
き
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
中
野
先
生
の
リ
モ
ー
ト
で
の
ご
指

導
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆
◇
◆
◇
◆

宿
泊
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て

�

島
野
康
子
さ
ん

コ
ロ
ナ
渦
の
な
か
3
月
か
ら
8
月
ま
で
外

出
を
控
え
、
訓
練
会
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
4
月
か
ら
あ
ゆ
み
療
育
の
会
の
会
員
達
は

line

電
話
で
繋
が
っ
て
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
8
月
の
療
育
キ
ャ
ン
プ
が
中
止
に

な
っ
た
時
点
で
9
月
に
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
に
切

り
替
え
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
密
を

避
け
る
た
め
、
石
川
県
内
全
体
に
は
募
集
を

か
け
ず
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
か

け
ず
少
人
数
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

間
際
で
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
の

不
参
加
が
決
ま
り
、
県
外
講
師
の
中
野
先
生

に
も
リ
モ
ー
ト
で
の
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
親
の
熱
心
さ
に
支
援
学
校
以
外

の
先
生
が
一
名
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

親
が
実
際
に
訓
練
を
し
て
上
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
と
少
し
不
安
で
し
た
、
中
野
先
生
の

的
確
な
指
導
の
下
、
リ
モ
ー
ト
で
指
示
さ
れ

た
こ
と
が
理
解
で
き
た
の
は
や
は
り
実
績
が

あ
る
か
ら
な
の
だ
と
思
い
何
十
年
も
訓
練
を

自
宅
で
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
積
み
上
げ
た
実

績
が
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
っ
き
り
わ
か
り

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
成
果
が
出
て
体
と
心
が
ほ
ぐ
れ

た
こ
と
に
喜
び
一
杯
で
し
た
。

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
さ
せ
た
く
沢
山

の
研
修
を
実
施
し
、
親
も
子
も
満
足
の
い
く

キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
お
楽
し
み
会
に
は
親
に

よ
る
ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
人
形
劇
を

行
い
、
そ
の
後
金
城
大
学
の
先
生
か
ら
子
ど

も
達
に
向
け
た
将
来
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
障
が
い
児
、
障
が
い

者
向
け
に
講
義
を
受
け
た
の
は
こ
の
会
で
は

初
め
て
の
試
み
で
、
と
て
も
良
い
機
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
色
々
と
思
う

と
こ
ろ
が
合
っ
た
と
思
い
ま
す
。）

こ
の
時
期
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
貴
重
な
2
日
間
で
し
た
。

◆
◇
◆
◇
◆

ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て

�

西
村
誠
次
郎
さ
ん

石
川
の
あ
ゆ
み
療
育
の
会
は
、
役
半
年
間
、

月
例
会
を
中
止
し
て
き
ま
し
た
が
、
9
月
12

日
、
13
日
に
1
泊
2
日
で
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
懸

念
の
た
め
、
親
子
の
み
の
参
加
で
、
大
阪
の

中
野
先
生
に
は
、
今
回
初
め
て
リ
モ
ー
ト
で

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

iPad

を
使
っ
た
訓
練
で
し
た
が
、
中
野
先

生
の
的
確
で
わ
か
り
や
す
い
指
導
の
も
と
、

ト
レ
ー
ニ
ー
の
姿
勢
等
が
そ
の
場
で
改
善
さ

れ
、
表
情
も
穏
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
半
年

間
離
れ
て
い
た
こ
と
で
、
月
例
会
の
大
切
さ

を
再
確
認
す
る
好
機
と
な
り
ま
し
た
。

不
要
不
急
の
外
出
等
は
控
え
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
の
な
か
、
ト
レ
ー
ニ
ー
に
と
っ
て
は
、

訓
練
は
や
は
り
「
必
要
」
で
「
大
切
」
な
外

出
で
し
た
。

9月12日（土） 9月13日（日）
10：00　集合
10：50　開会式
11：00　研修①
12：00　昼食
13：00　訓練①
14：00　訓練②
15：30　野外研修
17：30　昼食
19：00　入浴
20：00　お楽しみ会
　　　　研修②
21：00　意見交換会
22：00　就寝

 7：30　朝食
 9：10　訓練③
10：30　訓練④
12：00　昼食
13：00　集団療育
14：30　訓練⑤
15：20　閉会式
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は
じ
め
に

　

全
肢
連
で
は
平
成
18
年
度
に
「
障
害
の
あ

る
人
た
ち
の
住
ま
い
、
暮
ら
し
の
場
」
に
関

し
て
全
国
調
査
を
行
い
、
居
室
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）・
ト
イ
レ
及
び
浴
室
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
、「
居
室
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）」、「
入
浴
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
報
告
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
入
所
か
ら
地
域
へ
と
「
地
域
生
活
」

が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
生
活
基
盤
を
構
成

す
る
ひ
と
つ
で
あ
る
「
排
せ
つ
（
排
尿
・
排

便
）」
に
つ
い
て
も
、「
入
浴
」
と
同
様
に
子

ど
も
の
成
長
、
障
害
程
度
の
進
展
に
伴
い
苦

労
・
課
題
が
あ
る
と
考
え
、「
在
宅
で
の
排
せ

つ
（
排
尿
・
排
便
）
介
助
・
支
援
」
に
関
す

る
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
①
排
尿
・
排
便
に
関
す
る
一
連

の
行
為
、
②
排
せ
つ
介
助
、
③
紙
お
む
つ
、

④
排
せ
つ
を
知
る
方
法
、
⑤
ト
イ
レ
設
備
、

⑥
排
せ
つ
で
の
工
夫
等
の
調
査
項
目
で
構
成

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
当
会
会
員
に
加
え
、
全

国
の
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
各
都
道
府
県

肢
連
と
つ
な
が
り
の
あ
る
養
護
学
校
）
の
協

力
を
お
願
い
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
在
宅
で
の
排
せ
つ
介
助
に
関
す
る
」

実
態
調
査
か
ら
成
長
、
重
度
化
に
合
わ
せ
て

工
夫
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
に
報
告

し
ま
す
。

Ⅰ　

調
査
全
体
像

1 

回
答
者

　

ほ
ぼ
全
国
か
ら
回
答
が
あ
り
、
図
1
の
通

り
ほ
と
ん
ど
が
保
護
者
か
ら
の
回
答
で
し
た
。

2 

本
人
（
調
査
対
象
者
）
の
属
性

　

本
人
の
年
齢
構
成
は
、
18
歳
以
下
52
％
、

18
歳
以
上
48
％
と
18
歳
以
下
が
多
い
の
は
、

当
会
の
現
状
か
ら
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

協
力
が
反
映
さ
れ
、
性
別
は
半
々
で
あ
っ
た
。

図
2
、
図
3
の
通
り
で
し
た
。

3 

障
害
等
級

　

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
で
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
が
「
措
置
」
か
ら
「
契
約
」

に
切
り
替
わ
り
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
で
肢

体
不
自
由
児
者
も
身
障
手
帳
に
加
え
て
療
育

手
帳
を
取
得
し
た
関
係
で
両
手
帳
を
保
持
し

て
い
る
こ
と
か
ら
身
障
手
帳
と
療
育
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
は
「
身
障
手
帳
」
と
し
て
整

理
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
図
4
・
5
の
通
り
で
身
障

手
帳
1
級
、
療
育
手
帳
1
級
（
Ａ
1
）
の
方

が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
手
帳
の
種
別
、
等

級
と
調
査
項
目
と
の
関
連
性
を
推
察
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

97.4%

1.3%
0.9%

0.4%

回答者

保護者 支援者 本人 無記入

図1 

47%
44%

9%
性別

男 女 無回答

図2 

 0 ～ 10歳　 11 ～ 18歳　 19 ～ 30歳
31～ 40歳 41歳以上 無回答　

37%

15%

21%

15%

11%

1%
年齢区分

図3 

 1級　 2級　 3級　  4級　  5級　  6級

80.4%

0.2%

15.7%

2.9%
1.3% 0.3%

身障手帳
図4 

46.7%
40.0%

6.7%
6.7%

療育手帳

A1　　A2　　A3　　A4

図5

在
宅
で
の
排
せ
つ
介
助
に
関
す
る
調
査
報
告
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Ⅱ　

調
査

1 
排
尿
に
関
す
る
行
為

　

排
尿
時
、
支
援
を
全
面
的
に
必
要
と
す
る

方
が
75
％
、
部
分
的
に
必
要
な
方
22
％
、
全

く
必
要
の
な
い
方
3
％
で
あ
っ
た
。
全
面
的

に
支
援
を
必
要
と
す
る
中
で
後
の
設
問
と
も

関
係
す
る
が
排
尿
行
為
を
手
伝
う
こ
と
の
理

解
を
要
す
る
方
が
11
％（
全
体
で
7
・
9
％
）、

集
尿
器
、
畜
尿
袋
（
ス
ト
マ
）
や
お
む
つ
等

に
導
尿
、
人
口
透
析
を
加
え
て
の
全
面
支
援

が
38
％
（
全
体
で
22
・
6
％
）
で
あ
っ
た
。

部
分
的
支
援
で
も
集
尿
器
等
の
使
用
が
20
％

（
全
体
で
4
・
4
％
）、
部
分
的
や
り
直
し
と

自
分
で
行
え
な
い
を
合
わ
せ
る
と
62
％
（
全

体
で
13
・
5
％
）
で
し
た
。

（複数回答）

①支援が不要　　②部分的に支援が必要
③全面的に支援が必要

75%

22%

3%
排尿の支援

図6 

2 

排
便
に
関
す
る
行
為

　

排
尿
と
同
じ
傾
向
が
示
さ
れ
た
が
、
部
分

的
支
援
に
お
け
る
清
拭
の
割
合
が
25
％
（
全

体
で
は
4
・
6
％
）
と
排
尿
に
比
べ
て
若
干

多
く
、
蓄
便
袋
・
お
む
つ
を
使
い
完
腸
に
よ

る
全
面
支
援
も
42
％
（
全
体
で
は
33
・
1
％
） （複数回答）

見守り声掛け必要 部分的に支援必要
清拭が不十分 集尿器・おむつ等使用
時間を決めて行う

43%19%

20%

10%
8%
部分的な支援

図7 

（複数回答）

全面的な支援必要 目的内容理解しない
全面的にやり直し 集尿器等だが全面支援
支援者完結導尿を行う 人工透析を行ってる

11%5%

35% 46%

0%3%
全面的に支援が必要

図8 

と
多
く
の
支
援
が
必
要
と
示
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
清
拭
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。（複数回答）

①支援が不要　　②部分的に支援が必要
③全面的に支援が必要

79%

18%

3%
支援について（排便）

図9

見守り声掛け必要 部分的に支援必要
部分的にやり直し支援必要 限定された条件で行える
集尿器.おむつ等使用 時間を決めて行う

25%

7%
13%

42%

10%
3%
部分的な支援

図10 

（複数回答）

3 

排
せ
つ
介
助
（
自
宅
で
）
に
つ
い
て

　

排
尿
は
、 

普
通
の
人
で
も
最
低
6
回
／
日

行
っ
て
い
る
。
5
回
／
日
以
上
の
割
合
が
も

っ
と
多
い
と
予
測
し
、 

ま
た
3
～
4
回
／
日

が
2
割
と
回
数
が
少
な
い
。
全
体
と
し
て
少

な
い
の
は
、 

お
む
つ
の
装
着
に
よ
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
す
る
。
排
尿
を
7
回
／
日
と
し

て
、
1
日
の
所
要
時
間
は
睡
眠
時
間
を
除
く

と
3
時
間
毎
と
な
り
、
そ
の
都
度
10
分
／
回

と
し
て
、
支
援
時
間
は
70
分
／
日
だ
が
そ
の

他
を
含
む
と
1
日
に
1
2
0
分
程
度
要
し
て

い
る
と
推
測
す
る
。

　

排
便
は
、
お
む
つ
交
換
と
い
う
こ
と
で
1

回
、
10
分
以
上
を
要
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
土
曜
日
、
日
曜
日
と
１

日
在
宅
で
考
え
る
と
支
援
に
居
宅
介
護
サ
ー

全面的に支援が必要 目的内容を理解していない
全面的にやり直しを行う ストマおむつ使用で全面的支援
支援者が浣腸摘便を行う 

10%
5%

27%
43%

15%

全体的に支援が必要
図11

（複数回答）



─ 23 ─

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合
、
家
族
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
高
齢
と
重
度

化
が
重
な
り
手
厚
い
支
援
が
必
要
と
な
る
の

は
当
然
と
言
え
る
。

⑴　

１
日
当
た
り
の
介
助
の
回
数

7%

21%
22%

50%

排尿の介助回数

2～3回　　3～ 4回　　5～ 6回　　7回

図12

34%

13%

29%

18%

6%

排便の介助回数

1回  　2回  　毎日なし  　2日ごと　  不定期

図13

⑵　

�

1
日
の
平
均
な
介
助
に
要
す
る

所
要
時
間

⑶　

排
せ
つ
時
に
使
用
し
て
い
る
用
具
は

　

排
せ
つ
時
に
使
用
し
て
い
る
と
予
測
し
、

例
示
し
た
以
外
の
用
具
で
は
、
パ
ッ
ド
、
尿

器
・
尿
袋
、
大
き
な
オ
マ
ル
、
お
し
り
ふ
き
・

手
袋
・
下
に
引
く
大
き
な
パ
ッ
ド
、
カ
テ
ー

テ
ル
・
完
腸
・
綿
棒
、
簡
易
補
助
手
す
り
の

91%

7%
18%

1% 1%
排尿の介助時間

10分　　20分　　30分　　30分以上

図14

58%26%

8%

8%
排便の介助時間

10分　　20分　　30分　　30分以上

図15

他
に
介
助
台
、 

ト
イ
レ
チ
ェ
ア（
大
人
用
）、 

ス

ト
マ
袋
、 

ベ
ッ
ド
シ
ー
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
。

4 

お
む
つ
の
種
類
に
つ
い
て

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
紙
お
む
つ
を
使
用
、
サ

イ
ズ
が
大
人
用
と
多
い
の
は
、
年
齢
構
成
と

漏
れ
や
外
出
時
等
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
。

61%
28%

6%
1% 4%
使用用具

おむつ　 トイレ 　用具使用　 リフト　 その他

図16

99.9%

0.1%
おむつの種類

紙おむつ　　布おむつ

図17

5 

紙
お
む
つ
の
支
給
に
つ
い
て

　

紙
お
む
つ
は
、
各
市
町
村
に
よ
る
日
常
生

活
用
具
給
付
等
事
業
（
名
称
は
地
方
自
冶
体

に
よ
る
名
称
が
異
な
る
）
に
よ
り
支
給
さ
れ

て
い
る
が
、
市
町
村
に
よ
り
扱
い
が
異
な
っ

て
い
る
。「
支
給
を
受
け
て
い
な
い
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
で
設
け
ら
れ
て
い
る
給
付
基
準
に

よ
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
。

42%
52%

6%

おむつのサイズ

子ども用　　大人用　　中間サイズ

図18

50枚以下　 51枚～ 100枚　 101枚～ 150枚
151枚～ 200枚　 201枚以上

25%

18%

15% 20%

22%

おむつの1ヶ月の使用量
図19 
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紙
お
む
つ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
自
費
で

購
入
し
て
い
る
。

　

紙
お
む
つ
に
関
す
る
支
給
、
支
給
額
及
び

そ
の
充
足
に
つ
い
て
は
、
図
20
、 

図
21
の
通

り
。

　

1
ケ
月
の
紙
お
む
つ
の
支
給
額
で
不
足
す

る
分
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
費
で
購

入
し
て
い
る
。
そ
の
購
入
に
通
販
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
る
方
も
い
る
。
購

入
に
当
た
っ
て
、
①
日
常
生
活
用
具
で
は
な

く
、
区
か
ら
社
協
経
由
（
1
割
程
度
安
価
）、

②
区
社
協
の
助
成
、
③
補
助
金
で
購
入
し
て

84%

16%

支給について

支給を受けている　  支給を受けていない

図20

62%
38%

支給額について

足りている　　不足している

図21

い
る
。
一
方
、
使
用
量
が
足
り
る
よ
う
に
①

尿
瓶
の
使
用
、
②
尿
取
り
パ
ッ
ト
使
用
で
工

夫
し
て
い
る
。
他
に
追
加
申
請
し
て
い
る
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

6 

排
せ
つ
の
時
を
知
る
に
つ
い
て

　

本
人
が
知
ら
せ
る
は
、
排
尿
が
排
便
よ
り

少
な
い
の
は
、
不
快
感
に
よ
る
と
推
察
す
る
。

ま
た
、
排
尿
、
排
便
と
も
定
期
的
が
多
い
の

は
、
支
援
者
（
家
族
）
の
都
合
、
時
間
制
約

か
ら
仕
方
が
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

設
門
以
外
で
は
、
臭
い
と
様
子
を
含
め
た

表
情
で
尿
意
の
機
会
を
知
っ
て
い
る
。

30%
70%

排尿

本人が知らせる　　定期的に

図22

43%
57%

排便

本人が知らせる　　定期的に

図23

7 

ト
イ
レ
（
便
所
）
に
つ
い
て

　

市
町
村
事
業
に
あ
る
「
既
存
住
宅
を
障
害

の
状
態
に
応
じ
て
改
良
（
浴
室
・
便
所
・
玄

関
・
台
所
な
ど
）
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用

が
給
付
さ
れ
る
」
の
住
宅
設
備
改
良
（
市
町

村
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
る
。）」
に
つ
い
て

問
う
た
と
こ
ろ
、
手
す
り
の
取
り
付
け
（
43
．

9
％
）
に
次
い
で
ト
イ
レ
の
洋
式
（
ウ
ォ
シ

ュ
レ
ッ
ト
、
便
座
工
夫
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
ト
イ
レ
設
備
の
改
造
に
住
宅
設
備
改

良
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
の
は
、
①
制
度

を
知
ら
な
い
、
②
新
築
で
使
え
な
か
っ
た
、

③
手
続
き
の
面
倒
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

洋式に　　手すりの取り付け
入り口の改造　　ベッドの設置
その他

12%
4%

21% 20%

43%

設備の改造について
図24 

35%

56%

9%

助成について

受けた　　自費　　その他

図25

　

そ
の
他
の
設
備
改
造
で
の
意
見
と
し
て
は
、

室
内
ト
イ
レ
に
移
動
す
る
こ
と
を
含
め
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
（
新
築
を
含
め
て
）
に
関
す

る
意
見
の
中
で
車
い
す
に
対
応
で
き
る
よ
う

入
口
を
含
め
て
広
く
し
、
戸
を
三
つ
折
り
、

ベ
ル
設
置
を
設
け
た
ほ
か
次
の
こ
と
に
関
す

る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

①
床
に
和
式
ト
イ
レ
を
埋
め
込
み
式
に
設

置
、
② 

リ
ビ
ン
グ
の
近
く
に
設
け
た
、
③ 

や

わ
ら
か
い
便
座
、
④ 

落
下
防
止
の
た
め
に
つ

っ
ぱ
り
棒
、
⑤ 

背
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
特
殊
便
差

購
入
等

8 

家
庭
や
外
出
で
の
排
せ
つ
の
工
夫

　

家
庭
で
の
工
夫
と
し
て
は
、
車
い
す
、
ベ

ッ
ド
等
で
尿
漏
れ
に
よ
る
汚
れ
防
止
、
お
む

つ
と
尿
パ
ッ
ド
の
使
い
方
、
そ
し
て
着
脱
し

や
す
い
よ
う
に
服
装
の
改
良
等
に
つ
い
て
の

意
見
、
外
出
に
つ
い
て
は
、
工
夫
と
い
う
よ

り
、
圧
倒
的
に
多
目
的
ト
イ
レ
の
存
在
と
と

も
に
そ
こ
に
介
護
用
ベ
ッ
ド
（
大
人
用
ベ
ッ

ド
）の
有
無
を
事
前
に
調
べ
る
こ
と
が
第
一
、

次
い
で
外
出
先
で
排
せ
つ
し
な
い
よ
う
家
庭

で
済
ま
す
、
薬
剤
で
排
せ
つ
時
間
を
調
整
す

る
、
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
汚
れ
防
止
で
シ
ー

ト
の
使
用
そ
し
て
尿
瓶
の
代
わ
り
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
使
用
と
清
拭
等
に
つ
い
て
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
人
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
な
い
の
で
は
、
と
の
意
見
も
あ
る
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
次
の
通
り
。
内
容
に

家
庭
と
外
出
が
混
在
し
、
工
夫
と
と
も
に
要
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望
が
含
ま
れ
て
い
る
が
一
括
し
て
掲
載
す
る
。

お
む
つ
・
尿
パ
ッ
ド
等
の
使
い
方

○
お
む
つ
は
現
在
足
り
て
い
る
が
、
サ
イ
ズ

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
値
段
が
高
く
な
る

の
で
心
配
。
お
む
つ
、
お
尻
ふ
き
以
外
に

防
水
シ
ー
ト
も
購
入
O
K
に
し
て
ほ
し
い
。

ベ
ッ
ド
、
車
い
す
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

に
必
ず
敷
く
た
め
出
費
が
大
変
で
す
。
外

出
時
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
で
は
小
さ
す
ぎ
て

お
む
つ
が
替
え
ら
れ
な
い
の
で
、
大
人
で

も
使
用
で
き
る
よ
う
な
大
き
な
ベ
ッ
ド
が

あ
る
か
確
認
す
る
。
あ
っ
て
も
不
特
定
多

数
の
方
が
利
用
す
る
の
で
消
毒
し
た
り
、

使
い
捨
て
防
水
シ
ー
ト
を
敷
い
て
利
用
し

て
い
る
。

○
全
面
お
む
つ
で
す
が
、
量
が
多
い
の
で
尿

パ
ッ
ド
を
使
用
。
夜
寝
る
時
は
薄
い
の
も

含
め
て
パ
ッ
ド
3
枚
を
お
む
つ
の
上
に
2

枚
、
お
腹
の
上
な
ら
3
枚
横
に
向
け
て
使

用
。
う
つ
伏
せ
で
寝
る
の
で
尿
漏
れ
し
や

す
い
。
外
出
時
は
大
ベ
ッ
ド
が
な
い
と
困

る
。
車
い
す
用
ト
イ
レ
で
は
二
人
介
助
で

一
人
が
本
人
を
立
た
せ
身
体
を
支
え
、 一
人

が
お
む
つ
交
換
を
す
る
。
尿
の
と
き
は
も
と

も
と
2
枚
重
ね
て
お
い
て
、
1
枚
抜
く
。

	

交
換
時
の
敷
物
や
お
む
つ
は
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
、
新
聞
で
包
ん
で
捨
て
る
。

○
パ
ッ
ド
を
股
に
筒
状
に
し
、
も
う
一
つ
お

腹
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
使
用
し
て
か
ら
お

む
つ
を
し
ま
す
。
外
で
は
バ
ギ
ー
で
パ
ッ

ド
だ
け
を
交
換
。
寝
か
せ
ら
れ
る
場
所
が

な
い
。
あ
っ
た
と
し
て
も
一
人
で
移
動
さ

せ
ら
れ
な
い
）

○
尿
取
り
パ
ッ
ド
を
前
側
に
し
て
い
る
。

○
家
で
は
厚
地
の
お
む
つ 

（
4
～
5
回
）
を

使
い
、
外
出
時
は
薄
型
お
む
つ
（
2
～
3

回
）＋
パ
ッ
ド
を
利
用
し
て
ズ
ボ
ン
を
脱

が
な
く
て
も
簡
単
に
替
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
本
人
の
動
き
（
家
で
は
横
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
パ
ッ
ド
を
自
分

で
取
っ
て
し
ま
う
）
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い

ろ
な
お
む
つ
を
試
し
て
い
ま
す
。

○
小
学
校
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
尿
器
を
学
校

で
練
習
し
覚
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は

あ
ま
り
お
む
つ
を
使
わ
な
く
て
済
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
外
出
時
で
も
尿
器
を
持
っ

て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か

障
害
者
用
ベ
ッ
ド
の
あ
る
ト
イ
レ
が
な
く

て
困
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

身
体
が
大
き
く
な
る
と
尿
の
量
も
増
え
、

最
近
は
漏
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
尿
取
り

パ
ッ
ド
も
使
っ
て
い
ま
す
。

○
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
を
留
め
置
き
し
て
い
ま

す
の
で
、
週
5
日
は
ト
イ
レ
で
摘
便
を
し

て
、
そ
の
後
シ
ャ
ワ
ー
入
浴
を
入
浴
椅
子

に
乗
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
椅
子
に
乗
せ

る
の
は
天
井
走
行
リ
フ
ト
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
週
2
回
は
訪
問
看
護
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
の
で
、
部
屋
で
寝
る
姿
勢
で
、

し
っ
か
り
摘
便
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

入
浴
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
週
3
回
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

○
便
器
の
奥
行
き
が
足
り
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
（
家
庭
・
外
出
と
も
に
）
お
む
つ
用

パ
ッ
ド
で
土
手
を
前
に
作
っ
て
用
を
足
す

よ
う
に
し
て
い
る
。
排
せ
つ
時
に
本
人
の

陰
部
に
ふ
れ
ず
に
済
む
の
で
、
本
人
が
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ず
安
心
し
て
排
せ
つ
で
き

て
い
る
。

○
朝
の
お
し
っ
こ
が
大
量
な
の
で
、
夜
寝
る

と
き
に
は
紙
パ
ン
ツ
の
み
（
お
し
っ
こ
4

回
分
）
休
日
の
お
出
か
け
の
時
は
、
パ
ッ

ド
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
は
な
く
ス
ー
パ
ー
を

使
う
。
夜
ウ
ン
チ
を
し
た
ら
、
そ
の
ま
ま

お
風
呂
に
入
れ
る
。
夕
食
前
に
ウ
ン
チ
を

し
た
ら
お
風
呂
ま
で
時
間
が
あ
る
の
で

パ
ッ
ド
を
使
わ
ず
紙
パ
ン
ツ
の
み
。
朝
な

か
な
か
お
し
っ
こ
を
し
な
い
と
き
は
、パ
ッ

ド
の
ス
ー
パ
ー
を
セ
ッ
ト
す
る
。

○
病
院
や
訓
練
へ
の
車
の
移
動
時
間
や
交
換

で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
場
所
に
行

く
際
に
は
夜
用
の
大
き
い
パ
ッ
ド
を
紙
パ

ン
ツ
の
中
に
い
れ
て
、
使
用
後
パ
ッ
ド
の

み
を
す
っ
と
ぬ
い
て
い
る
。（
身
障
者
用
ト

イ
レ
で
自
分
よ
り
大
き
な
子
の
オ
ム
ツ
替

え
、
ズ
ボ
ン
の
脱
ぎ
履
き
が
困
難
な
た
め
）

排
せ
つ
場
所

○
日
常
移
動
は
四
つ
ん
這
い
。

	

自
宅
で
は
簡
易
手
す
り
を
設
置
し
、
自
力

で
立
ち
、
ズ
ボ
ン
・
パ
ン
ツ
を
下
げ
て
便

座
に
座
る
こ
と
を
な
る
べ
く
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
便
座
よ
り
降
り
る
時
に

は
、
転
倒
し
た
時
手
を
つ
け
な
い
た
め
、

介
助
や
見
守
り
で
降
り
ま
す
。
外
出
時
は
、

車
い
す
よ
り
手
す
り
が
あ
れ
ば
自
分
で

も
っ
て
ズ
ボ
ン
・
パ
ン
ツ
を
下
げ
て
も
ら

い
便
座
に
座
る
こ
と
を
行
っ
て
も
ら
い
、

手
す
り
が
な
い
と
き
は
全
介
助
で
ト
イ
レ

に
行
っ
て
い
ま
す
。
少
し
の
介
助
で
自
分

が
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ
く
声
か
け
を

し
て
時
間
が
か
か
っ
て
も
自
分
で
や
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
介
助
し
た

ほ
う
が
早
く
終
わ
る
の
で
す
が
ね
。

○
体
が
小
さ
い
た
め
、
少
し
危
険
を
感
じ
る

時
も
あ
る
が
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
借
り
る

時
が
あ
る
。
ま
た
は
、
持
参
の
小
さ
い
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
敷
い
て
ト
イ
レ
の
床
で
介
助

（
と
て
も
悲
し
い
）。
施
設
に
よ
っ
て
は
、

医
務
室（
東
京
ド
ー
ム
等
）や
更
衣
室（
体

育
館
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
）
を
借
り
る
。

○
外
出
時
、
身
障
用
の
ト
イ
レ
の
無
い
所
で

は
、
そ
の
ト
イ
レ
の
一
番
奥
を
使
う
よ
う

に
し
て
、
車
い
す
か
ら
自
分
で
壁
を
つ

た
っ
て
ト
イ
レ
へ
移
動
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
立
位
を
取
っ

て
も
ら
っ
て
清
拭
し
た
り
し
て
い
る
。

○
ベ
ッ
ド
付
ト
イ
レ
の
あ
る
所
を
選
ん
で
外

出
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
無
い
時
の
た

め
に
、
車
の
中
に
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
や
大
判
タ

オ
ル
を
常
に
お
き
、
急
な
お
む
つ
替
え
に

備
え
て
い
る
。

○
外
出
す
る
時
は
身
障
者
用
ト
イ
レ
の
有
無
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と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
の
有
無
を
確
認

す
る
。
身
障
者
用
ト
イ
レ
が
あ
っ
て
も
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
が
な
い
場
合
は
、
出

発
時
に
パ
ン
ツ
型
お
む
つ
の
中
に
パ
ッ
ド

を
挟
ん
で
お
き
、
介
助
人
が
支
え
、
介
助

二
人
目
が
パ
ッ
ド
を
外
し
て
お
む
つ
と
ズ

ボ
ン
を
整
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

水
分
・
食
べ
物
の
調
整
、
薬
使
用

○
一
人
で
外
出
す
る
時
は
ト
イ
レ
に
行
け
な

い
の
で
、
な
る
べ
く
水
分
を
取
り
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

	

外
で
も
在
宅
で
も
基
本
的
に
紙
パ
ン
ツ
と

紙
パ
ッ
ド
を
着
用
。
家
で
は
全
く
ト
イ
レ

に
行
け
ず
、
便
座
に
座
る
の
は
外
出
時
に

介
護
者
が
い
る
時
だ
け
で
す
。
介
助
者
が

い
る
時
は
、
紙
パ
ン
ツ
節
約
の
為
な
る
べ

く
ト
イ
レ
で
済
ま
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
食
事
の
内
容
に
気
を
付
け
て
、
良
い
便
が

出
る
よ
う
に
し
て
い
る
。（
玄
米
、
納
豆
、

根
菜
、
し
ょ
う
が
等
）

	

パ
ッ
ド
の
サ
イ
ズ
を
使
い
分
け
る
。
外
出

時
は
極
力
ト
イ
レ
に
行
か
な
い
（
お
む
つ

で
済
ま
せ
る
）

○
自
力
排
便
が
難
し
く
座
薬
に
て
一
日
一
回

排
便
さ
せ
る
。
下
剤
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

難
し
く
腹
痛
で
パ
ニ
ッ
ク
を
お
こ
す
。

○
排
便
促
進
の
薬
を
使
用
し
て
い
る
が
、
遠

出
の
場
合
は
薬
の
使
用
を
控
え
て
い
る
。

外
出
先
で
の
支
援

○
外
出
支
援
は
必
ず
二
人
介
助
で
お
願
い
し

て
い
る
。
家
で
は
人
手
が
あ
る
と
き
は
二

人
介
助
、
床
に
マ
ッ
ト
を
敷
き
手
す
り
背

も
た
れ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
お
し
り
洗
浄
ボ
ト
ル
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

○
身
長
が
伸
び
、
外
で
の
お
む
つ
替
え
が
難

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
外
出
先
で
大
人

用
の
ベ
ッ
ド
が
な
く
、
車
の
中
で
交
換
す

る
こ
と
が
多
く
、
シ
ー
ト
を
フ
ラ
ッ
ト
に

し
て
窓
に
カ
ー
テ
ン
や
バ
ス
タ
オ
ル
で
中

が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
本
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
お
む
つ
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ふ

た
付
き
バ
ケ
ツ
み
た
い
な
入
れ
物
を
用
意

し
て
車
内
が
臭
わ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。

○
自
宅
の
ト
イ
レ
は
洋
式
だ
が
一
人
介
助
は

本
人
の
体
重
が
50
㎏
以
上
で
重
い
の
で
夫

婦
二
人
で
介
助
し
て
い
る
。
外
出
時
は

「
ト
イ
レ
」
と
教
え
て
も
す
ぐ
に
は
つ
れ
て

行
け
な
い
の
で
紙
パ
ン
ツ
を
使
用
し
て
い

る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
が
あ
る
と
こ

ろ
に
外
出
し
て
い
る
。
就
寝
時
は
紙
お
む

つ
を
使
用
し
て
い
る
。
夜
や
朝
早
く
に
薬

を
飲
ん
で
い
る
の
で
お
ね
し
ょ
を
す
る
た

め
。

○
外
出
時
、
ト
イ
レ
に
ベ
ッ
ド
が
な
い
と
こ

ろ
が
ま
だ
多
い
の
で
長
時
間
と
り
か
え
が

で
き
な
い
こ
と
を
考
え
て
オ
ム
ツ
と
パ
ッ

ド
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

車
で
外
出
し
て
も
周
り
に
配
慮
し
な
け
れ

ば
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

尿
意
を
知
る

○
他
の
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
と
尿
意

が
あ
っ
て
も
言
わ
な
い
の
で
、
移
動
前
に

は
必
ず
ト
イ
レ
に
行
か
せ
る
が
排
尿
す
ら

し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
お
む
つ
は
し
な
い

と
言
い
張
る
の
で
、
特
に
飛
行
機
に
乗
る

と
き
は
気
を
遣
う
。
時
に
は
「
お
む
つ
で

は
な
い
」
と
言
っ
て
尿
取
り
パ
ッ
ド
を
貼

る
。
飛
行
機
は
ト
イ
レ
に
遠
い
席
を
取
る
。

○
時
間
を
見
計
ら
い
本
人
の
意
思
を
確
認
し

て
い
る
。
本
人
の
返
事
（
ま
ば
た
き
）
を

信
じ
て
支
援
し
て
い
る
。（
精
度
が
徐
々
に

U
P
し
て
い
る
）
高
速
道
路
は
、
早
め
に

意
思
確
認
す
る
。
念
の
た
め
ト
イ
レ
利
用

す
る
時
も
あ
る
。
長
距
離
移
動
時
は
夜
用

パ
ッ
ド
を
使
用
す
る
。
外
出
時
は
洋
式
ト

イ
レ
を
さ
が
す
。

○
朝
一
番
に
ト
イ
レ
に
行
き
ま
す
。
朝
食
後

は
必
ず
ト
イ
レ
に
い
っ
て
便
が
出
る
出
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
日
の
習
慣
に
し
て

い
ま
す
。
紙
お
む
つ
を
は
ず
し
て
パ
ン
ツ

に
し
て
い
ま
す
。

排
せ
つ
の
仕
方

○
多
目
的
ト
イ
レ
で
便
座
に
座
ら
せ
て
パ
ッ

ド
替
え
を
し
て
い
る
。

○
外
出
時
に
は
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
を
着
装
す
る
。

	

前
日
に
必
ず
排
便
（
摘
便
）
し
て
、
外
出

先
で
は
常
に
排
便
セ
ッ
ト
を
持
ち
歩
く
。

○
は
く
お
む
つ
を
使
用
し
た
場
合
、
汚
れ
た

時
に
靴
や
ズ
ボ
ン
等
を
す
べ
て
脱
が
な
い

と
な
ら
な
い
た
め
、
お
む
つ
の
中
に
尿
取

り
パ
ッ
ド
を
着
用
し
て
い
る
。（
外
出
時
や

排
せ
つ
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
不
安

な
時
の
み
）
排
便
後
の
拭
き
取
り
を
楽
に

す
る
、
本
人
の
皮
膚
の
摩
擦
を
少
な
く
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
肛
門
周
辺
に
ワ
セ
リ

ン
を
塗
っ
て
お
く
（
排
便
が
数
日
に
1
回

な
の
で
予
測
し
て
使
用
）

○
排
尿
は
車
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
尿
瓶
で
本

人
が
行
う
。
尿
瓶
の
始
末
は
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

	

排
便
は
夜
の
入
浴
前
に
行
う
習
慣
を
つ
け

て
、 

家
庭
で
は
改
造
し
た
ト
イ
レ
で
全
介

助
。

○
日
中
、
バ
ル
ー
ン
を
使
用
し
、
キ
ャ
ッ
プ

を
つ
け
て
い
て
3
時
間
ご
と
に
出
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
に
座
ら
な
く
て

も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
、
漏
斗
と
シ
リ

コ
ン
ホ
ー
ス
の
つ
い
た
も
の
を
太
も
も
に

は
め
て
お
い
た
フ
ッ
ク
に
か
け
て
、
ト
イ

レ
に
流
す
。
手
軽
で
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。

尿
漏
れ
防
止

○
夜
間
、
紙
パ
ン
ツ
か
ら
の
尿
漏
れ
に
苦
慮

し
て
い
る
。
シ
ー
ツ
の
上
に「
ペ
ッ
ト
シ
ー

ト
大
」
そ
の
上
に
「
防
水
シ
ー
ト
」
を
敷

き
、
二
重
に
カ
バ
ー
し
て
布
団
へ
の
尿
漏

れ
を
防
い
で
い
る
。

	

紙
パ
ン
ツ
は
大
人
用
S
を
使
用
し
て
い
る

が
、
腿
が
細
い
た
め
か
尿
漏
れ
が
あ
る
。　
　

○
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、お
む
つ
の
中
に
パ
ッ

ド
を
使
っ
て
い
る
。

○ 

車
椅
子
の
座
面
に
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
を
ひ
い
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て
、
漏
れ
て
も
車
椅
子
が
濡
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。

○ 

外
出
時
に
大
型
ベ
ッ
ド
が
無
い
こ
と
が
多

い
の
で
、
車
椅
子
を
テ
ィ
ル
ト
と
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
出
来
る
も
の
に
し
て
、
な
る
べ

く
平
ら
に
し
て
お
む
つ
交
換
を
す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

○
今
ま
で
既
存
の
洋
式
ト
イ
レ
を
使
用
し
て

い
た
が
、
本
人
の
動
き
が
だ
ん
だ
ん
悪
く

な
り
、
親
も
高
齢
化
で
介
助
が
厳
し
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
ト
イ
レ
の
ド
ア
を
折

れ
戸
に
し
、
手
す
り
を
取
り
付
け
、
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
を
取
り
付
け
た
。
出
入
り
が

楽
に
な
り
、
手
す
り
で
本
人
も
立
位
が
安

心
で
き
る
よ
う
で
す
。
清
潔
も
保
て
ま
す
。

○
新
築
時
に
両
親
と
も
同
居
の
た
め
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
も
良
い
よ
う
に
扉
を

引
き
戸
、
入
口
を
広
く
し
て
手
す
り
、
ス

ロ
ー
プ
を
付
け
た
。
娘
は
お
む
つ
で
す
が
、

外
出
の
際
は
必
ず
お
む
つ
、
お
し
り
ふ
き
、

着
替
え
を
も
っ
て
出
か
け
ま
す
。
ま
た
、

身
体
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

ベ
ッ
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
を
事

前
に
調
べ
る
。
無
い
場
合
は
、
部
屋
を
借

り
た
り
し
て
工
夫
し
て
い
ま
す
。

○
ト
イ
レ
ま
で
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
を
歩
行
器

の
代
わ
り
に
し
て
歩
い
て
く
れ
ま
す
。
朝

起
き
れ
な
い
と
き
は
リ
フ
タ
ー
で
シ
ャ

ワ
ー
チ
ェ
ア
に
乗
せ
て
ト
イ
レ
で
立
た
せ

て
ズ
ボ
ン
、
パ
ン
ツ
を
下
ろ
し
て
か
ら
も

う
一
度
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
に
乗
せ
て
排
せ

つ
し
シ
ャ
ワ
ー
ボ
ト
ル
で
き
れ
い
に
し
て

か
ら
手
を
洗
い
布
団
が
あ
る
部
屋
へ
い
き

下
ろ
し
て
か
ら
ズ
ボ
ン
、
パ
ン
ツ
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
外
出
時
は
立
っ
て
も
ら
い
排

せ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

○
家
の
新
築
時
に
本
人
の
ベ
ッ
ド
脇
に
洋
式

ト
イ
レ
を
設
置
し
た
。
こ
の
こ
と
で
現
在

の
ト
イ
レ
介
助
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
4
年
前
に
手

す
り
を
取
り
付
け
て
さ
ら
に
安
定
し
た
。

そ
の
他

○
日
常
生
活
用
具
、
便
器
、
訓
練
い
す
で
子

ど
も
用
テ
ー
ブ
ル
付
ト
イ
レ
を
購
入
し
た

の
で
、
学
校
と
相
談
し
な
が
ら
排
せ
つ
時

少
し
ず
つ
座
る
訓
練
を
す
る
。
外
出
時
、

多
目
的
ト
イ
レ
に
ベ
ッ
ド
式
の
台
が
な
い

場
合
は
、
車
の
ト
ラ
ン
ク
（
車
い
す
を
乗

せ
る
3
列
目
を
た
た
ん
で
）
で
、
寝
か
せ

て
お
む
つ
交
換
を
し
て
い
る
。

○
外
出
先
で
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
の
を
嫌
が

る
た
め
主
に
車
内
で
お
む
つ
交
換
を
し
て

い
ま
す
。
よ
く
で
か
け
る
場
所
は
な
れ
て

い
る
た
め
時
々
、
自
ら
ト
イ
レ
に
行
く
と

い
い
ま
す
。
ト
イ
レ
に
は
入
り
ま
す
が
用

を
足
さ
ず
に
す
ぐ
に
ト
イ
レ
か
ら
出
て
し

ま
い
ま
す
が
本
人
が
頑
張
っ
て
ト
イ
レ
に

行
こ
う
と
し
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
ほ
め
て

本
人
の
自
身
と
や
る
気
を
の
ば
す
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
ト
イ
レ
で

用
を
足
す
の
を
嫌
が
り
ま
す
が
本
人
の
や

る
気
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
ほ
め
る
こ

と
、
無
理
強
い
を
さ
せ
て
な
い
こ
と
。
そ

し
て
お
む
つ
交
換
の
頻
度
が
多
い
こ
と
な

ど
に
支
援
者
側
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
感
情
的
に
な
っ
て
怒
ら

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

○
年
齢
が
あ
が
っ
て
き
た
の
で
一
緒
に
女
子

ト
イ
レ
に
入
っ
て
い
い
の
か
気
に
な
る
。

な
る
べ
く
一
人
で
男
子
ト
イ
レ
に
い
け
る

練
習
を
し
て
い
る
が
、
は
ず
か
し
い
、
不

安
の
感
情
が
あ
ま
り
な
い
の
で
知
ら
な
い

人
に
つ
い
て
い
か
な
い
。
い
た
ず
ら
さ
れ

な
い
か
等
心
配
な
た
め
男
子
ト
イ
レ
前
で

必
ず
待
機
。

ま
と
め

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
身
体
の
成
長
、
障
害
程

度
の
変
化
で
大
変
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

   

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
が
支
援
費
制
度

を
経
て
障
害
者
総
合
支
援
法
で
地
域
生
活
支

援
事
業
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
該
当
す
る

用
具
は
、
参
考
例
（
旧
別
表
2
）と
提
示 （
厚

生
労
働
省
告
示
第
5
2
9
号
） 

さ
れ
て
い
る
。

地
方
自
治
体
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
紙
お
む
つ
の
支
給
量
や

支
給
対
象
者
か
ら
除
外
さ
れ
、
受
け
ら
れ
な

い
方
が
生
じ
て
い
る
。「
お
尻
ふ
き
」
は
、「
紙

お
む
つ
」
と
一
体
の
も
の
で
支
給
対
象
品
に

加
え
る
の
が
当
然
と
し
て
品
目
に
加
え
て
い

る
地
方
自
冶
体
も
あ
る
。

　

ト
イ
レ
を
含
む
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
助
成

事
業
も
新
築
（
建
て
替
え
を
含
む
）
時
に
は
、

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
の
改
善
を
求
め
、

広
報
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

外
出
に
関
し
て
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
設

け
ら
れ
て
い
る
ベ
ッ
ド
の
仕
様
が
乳
幼
児
対

象
の
た
め
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
（
大
型
ベ
ッ
ド
）

設
置
の
有
無
を
調
べ
て
か
ら
外
出
し
て
い
る
。

出
先
で
の
排
尿
を
尿
瓶
の
代
用
と
し
て
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
の
始
末
、
紙
お
む
つ
と
パ
ッ
ド

で
幾
重
に
も
し
て
不
愉
快
な
思
い
を
し
て
帰

宅
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
2
0
1
7
年
3
月
発
行
「
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
移
動
等
に
配
慮

し
た
建
築
設
計
基
準
」
で
多
目
的
ト
イ
レ
に

は
大
型
ベ
ッ
ド
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
既

設
の
公
共
施
設
、
大
型
商
業
施
設
の
多
目
的

ト
イ
レ
の
改
善
を
要
望
す
る
声
が
多
く
あ
り
、

外
出
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

紙
お
む
つ
の
支
給
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
の
設

置
は
、
市
町
村
で
改
善
で
き
る
こ
と
か
ら
市

町
村
へ
の
要
望
を
強
め
る
こ
と
が
肝
要
で
全

肢
連
と
し
て
も
支
援
に
努
め
て
い
く
。

《
参
考
》  

日
肢
協　

は
げ
み　

令
和
2
年
度　

№ 

3
9
2　

6
／
7 

頁
30
～
頁
38

	
 

快
適
な
お
む
つ
の
使
用
方
法

～ 

お
む
つ
の
構
造
、
用
途
に
応
じ
た
効

果
的
使
用
法
・
選
び
方
～

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第39回 グラフィックアート・コンテスト

Smile！Smile！  ～幸せな時間～～幸せな時間～
今年度も、特別支援学校や施設・個人の方々からたくさんの応募をいただきました。
選考委員会による厳正な選考により、各部門の「優秀賞」「佳作賞」「努力賞」が選出され、賞状並びに記
念品を贈呈いたしました。

第 1 部　コンピュータ・アート部門

第 2 部　デジタル写真部門

「smileパラリンピック」
渡辺　智子 さん （40 歳）

自分と知り合いの子でボッチャをしているところを
描きました。

「線香花火」
伊賀上　章 さん（49 歳）

ニュースを見ていると暗くなる
けど線香花火で少し明るくなれ
た。

「生まれ育った風景」
花田　裕治 さん（44 歳）

私が生まれ育った町は海を山と
空がとてもきれいで大好きで
す。そんな1ページを撮りこみ
ました。

「太陽のように」
末原　進 さん （26 歳）

大好きな「絵」を描く時間 時間をかけてパソコン
で「ひまわり」を描いてみました。

佳作賞佳作賞 努力賞努力賞

優秀賞優秀賞 佳作賞佳作賞

※今回、優秀賞の該当者はいませんでした。
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第 3 部　書道部門

「織物の時間」　中尾　知夏 さん（25 歳）　

私が好きな時間それはさをり織りです。さをりをし
ている時イキイキと輝くようなすてきな時間です。

「珈琲」　高野　宏幸 さん （47 歳）　

珈琲を飲んでいる時が幸せな時間です。

　「柔和」　三浦　美恵子 さん （76 歳）

今年一年「柔和な笑顔」で過ごせるよう、おだやか
な気持ちで書きました。

「木」　西尾　健一 さん （66 歳）

今年は「木」のように地面に根を張り、どっしりと
過ごしたいと願い書きました。

優秀賞優秀賞

努力賞努力賞

佳作賞佳作賞

テーマ「Smile! ～幸せな時間～」は、大好きな人の笑顔や風景、物など自身が感じる幸せはもちろんのこと、
身近な方々の喜びなど、自身がみつけ・感じ・共有した幸せな時間を表現した作品を通して、笑顔の輪を広げ
ることを目的としています。
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  アステラス製薬   『フライングスター基金』
令和 2 年度「車いす送迎車」寄贈‼

　平成 9 年度から合計 185 台の「車いす送迎車」を寄贈いただいている、アステラス製薬株式会社「フラ
イングスター基金」（以下、FS基金）』」より、今年度も 4WDの「車いす搬送用自動車」普通車輌 3 台、軽
車輌 1 台が寄贈されました。
　「フライングスター基金」並びに、社員の皆さま方に心からの感謝を申し上げます。
 

　「フライングスター」とは、「星」を意味するラテン語の「stella」、ギリシャ語の「aster」、英語の「stell
ar」によって「大志の星 aspired stars」「先進の星 advanced stars」を表現したアステラス製薬のコーポ
レートシンボルです。
　アステラス製薬では、単に企業は業績を求めるだけではなく、同時に社会や自然環境との共生を図ること
が、これからの企業の姿であるという考え方に基づき、社会貢献活動の一環としてフライングスター基金の
前身である「スリーナイン基金」を平成８年９月に発足。「フライングスター基金」は『マッチングギフト』
（社員の基金と同額を会社が上乗せ）方式で行われています。

＜フライングスター基金とは＞

・	 　

有限会社 みのり
 生活介護事業所　みのり
 10 月 28 日　普通車輌贈呈式

　これから旭川市は厳しい寒さが続く冬を迎えます。
車輌の不調を心配せず、ご本人やご家族に安心して
日々の送迎を受けてもらえます。また広範囲にまたが
る送迎時間も格段に短縮でき、体力消耗など重度の利
用者の方の負担を大幅に軽減できます。今後、市内・
近郊に住む重度障害者の方を一人でも多く受け入れ、
外出の活動を広げるなどサービスの充実に役立てなが
ら、末永く大切に利用させていただきます。
　ありがとうございました。

北海道・	 　

社会福祉法人 北摂福祉会
 障害者支援施設　ともがき
 10 月 29 日　普通車輌贈呈式

　この度は、こんな大きなプレゼントをいただき、利用者、
職員ともにアステラス製薬の皆様の暖かいお気持ちから
はじまった大切な基金に対し心から感謝申し上げ、贈呈
式には利用者とともにメッセージボードを作成しました。
　私たちが生活する能勢町は自然豊かな地域で、重度
の方々はじめすべての方が介助等の支援を必要とし、
寄贈いただいた車輛は早速、病院の受診や地域のドラ
イブ、買い物等様々な目的で活躍しています。ありが
とうございました。

大阪府
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社会福祉法人 山梨県社会福祉事業団
 障害者支援施設　きぼうの家
 11 月 12 日　普通車輌贈呈

　寄贈が決まり、故障のない新車で病院受診等に行け
ること、コロナ渦の折、外出の機会が減りドライブだ
けでもできないかと思案していたところでの吉報は、
この上ない喜びをもたらしてくれました。
　更に、本寄贈はアステラス製薬様とその職員の皆様
からの社会貢献活動によるものと伺い、感謝の気持ち
を強くし、皆様方のお気持ちに応えられるよう、今後
より一層、福祉向上にむけ努力してまいります。あり
がとうございました。

社会福祉法人 地域でくらす会
 ヘルパーステーション　蔵まち
 11 月 11 日　軽車輌贈呈式

　外出時等は地域的に交通公共機関の利用が難しく、
主な移動手段は車です。移動支援を行っていく中で、
スロープ車の役割は非常に高く、必要不可欠なもので
したが、小さい事業所であり、なかなかスロープ車の
導入が出来ず、車両不足が常に課題でした。
　今回寄贈を受ける事ができ、今まで車輌の都合によ
り利用をお断りしていた方も利用していただけると職
員も喜び、利用者さんの期待もより強いものになって
います。

山梨県鳥取県

TV 放送 日本海新聞
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